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  代表取締役社長の國井です。私は、給湯器を主力事業とするノーリツグループにとって、お湯のある生活を通して人々を幸せにす

ることが変わることない社会的役割と考え、持続性のある成長を通じた長期的な企業価値向上にコミットしています。 

  当社グループは、ガス・石油給湯機器の国内シェア約40%のリーディングカンパニーで、1951年に家庭用風呂の普及のために神戸

で設立しました。創業時から研究開発を重視して、エネルギー効率が高く、経済性と環境負荷の両面から優れた商品を生み出し続け

ることで、「お湯のある豊かな暮し」に貢献し、日本のお風呂文化を創造してまいりました。さらに、1993年には中国上海で現地企業と

合弁会社を設立し、翌年にはガス給湯器の現地生産、2002 年には米国でタンクレスガス給湯器の販売を開始しました。国内で培った

技術力を活かし活動の場を世界に拡げ、2011年からグループビジョンである「新しい幸せを、わかすこと。」を実践しています。 

  社長就任の2年後にあたる2011年に、長期の企業価値向上のため、6ヵ年の新中期経営計画「Vプラン16」を策定しました。グループ

ビジョン「新しい幸せを、わかすこと。」、基本方針「経営基盤の安定と持続的成長を実現する」、「従業員が自信と誇りをもてるノーリツ

グループにする」を目標とし、2016年度の売上高2,500億円、営業利益150億円を目標としました。前半の3ヵ年に、国内では、現状の

延長線上での連続的な変革を実施し、海外では2013年に中国の給湯器メーカー櫻花衛厨（中国）股份有限公司に出資するなど、非

連続な変革をおこないました。 

  数値面では、2013年度まではほぼ計画通りに進み、売上高2,003億円、営業利益96億円に拡大することができましたが、2014年度

は、売上高2,189億円、営業利益74億円という結果となりました。 

  減益要因としては、消費税増税前の駆け込み需要の反動による住宅着工の減少などの国内市場の低迷ですが、太陽光発電シス

テムへの参入により、主力の給湯機器における営業力、研究開発力が分散してしまったことも一因です。 

 また、2014年5月、当社グループが製造・販売した浴室暖房乾燥機の一部機種において不具合が発生しました。お客さまおよび関係

者の皆さまに多大なご迷惑をおかけしましたことを、深くお詫び申し上げます。今後、安全・安心への取り組みを一層強化し、再発防

止に努めてまいります。 

  そのような状況を直視し、国内における市況の変化、海外での更なる成長機会を踏まえ、「Vプラン16」を見直しました。 

  今後の大きな方向性としては、国内は強い分野で収益性を回復し、海外で高い成長を実現することを目指します。売上高の目標は

変えず、成長のバランスをより海外を中心にしていきます。 

  国内では原価低減を急ぐとともに、コスト・性能の両面で競争

力のある製品を投入していきます。昨年12月には、新エネルギ

ー分野の「家庭用太陽光発電システム」から撤退し、強い分野

に経営資源を集中することを決めました。 

  海外については、櫻花衛厨（中国）股份有限公司とのシナジ

ーを高めるとともに、非連続の変革を加速します。また、「Vプラ

ン16」の立案時点では、海外比率を15-20%程度に想定していま

したが、現在では30%以上も視野に入れるところまできておりま

す。昨年12月には豪州の温水機器メーカーDux Manufacturing 

Limited（Dux）を買収しました。 

  各数値に関しての変更は、右記の表をご覧ください。 



 ノーリツグループのCSRの方針は「事業戦略に沿った経済的価値の追求」、「社会の課題解決に貢献する社会的価値の向上」、「ノ

ーリツらしさの追求」を柱に、地球環境を含むすべてのステークホルダーの皆さまの新しい幸せをわかしていこうとするものです。事業

そのものが社会貢献であり、お湯のある生活を通して人々を幸せにすることは、変わることがない当社グループが果たすべき社会的

役割と考えています。 

  2012年12月には、国連が提唱する「グローバル・コンパクト」の10原則に賛同し、署名いたしました。グローバル・コンパクトの4分野

10原則に則り、社会と企業がともに持続的な成長を実現するため、企業理念や世界的な枠組みに基づいた活動を進めてまいります。 

  当社のガス・石油給湯機器は国内で約2,000万世帯のお客さまにお使いいただいています。お客さまが毎日使う「お湯」をつくる機器

を主力商材とする当社グループは、製品のライフサイクルを通じて年間約1,260万tonのCO2を排出しています。これは、日本のCO2総

排出量の約1％にあたります。当社製品のエネルギー効率が改善すれば、日本のCO2排出を軽減できるので、重要な役割であると認

識しています。高効率ガス給湯器「エコジョーズ」をはじめ、ガスのエネルギーと空気中の熱エネルギーを組み合わせてお湯をつくる

「ハイブリッド給湯・暖房システム」、ガス発電・給湯暖房システム「エコウィル」といった商品を提供しています。 

  当社は、2009年にガス・石油機器業界で初めて「エコ・ファースト企業」の認定を受け、様々な環境への取り組みについて社会との

約束をおこないました。その約束として、家庭使用時のCO2排出量を20万ton/年削減することを目指します。 

さらに、「3つの笑顔プロジェクト」として住宅設備機器メーカー視点での浴育・食育／森を守る活動／福祉施設とタイアップした障がい

者自立支援活動をおこなっています。また、阪神・淡路大震災からの復興イベントである神戸ルミナリエへの協賛と従業員のボランテ

ィア参加など、社会、地域とともに栄えるという視点での活動をしています。 

  私たち自身が20年前に阪神・淡路大震災で被災し、たくさんの応援をいただいたことから、2011年の東日本大震災時には、従業員

からの発案でシャワーブースを提供し、被災地でお湯を使っていただきました。現在も「みちのく未来基金」への支援活動を通して震災

で親を亡くした子どもたちの夢の実現を応援しています。私たちの理念を深め、繋いでいくためにもこうした活動は、今後も継続してい

きたいと思います。 

  その他ではCSR視点での調達の推進や人権対応など、様々な課題に取り組んでいます。 

 当社は、国内シェア約40%の給湯機器など、競争力の高い商品を有しています。従業員の社会的責任の認識が高く、20年前の阪

神・淡路大震災の時にわずか2日で被害のあった生産ラインを復旧させ、生産再開を実現しました。この様に危機的な状況になるほど

強い力を発揮します。 

  当社グループは、2007-2008年度に当期純利益が赤字に陥り、従業員が自信を失っていました。従業員は企業価値向上の最も大

切な原動力なので、2009年の社長就任以来、組織の活性化、企業理念の浸透のために、従業員との対話に優先的に時間を投入しま

した。加えて様々な施策の効果で、その後の業績を回復することができました。2011年からは、従業員とビジョンを共有する場「ビジョ

ンCafé」を開催し、これまでに延べ93ヵ所、約1,000人の従業員と対話をしてきました。当社のビジョンは着実に従業員に浸透してきて

おり、今後いかなる市場環境においても、中期的な成長の牽引役になると信じています。 

 持続的な成長のためには、お客さまとの信頼関係の構築が重要です。そこで「品質向上とCS（顧客満足度）向上」を最優先課題のひ

とつとして取り組み、お客さまの声を経営に活かす仕組みづくりを進めています。ものづくり段階・施工段階での品質向上だけでなく、

お客さまが製品をご使用になる段階での問い合わせ先である、コンタクトセンターの応対品質向上にも力をいれてまいります。 

  株主さまとの関係においては、収益向上によりROEを継続的に改善することを目指しています。配当について、2014年度は2円増配

の32円の配当を実施いたしました。 

  コーポレートガバナンスの面では、経営の健全性、透明性を高め、経営判断の最適化を図ってまいります。 

  今後も事業を通じて日本、世界の人々の暮しを快適にすることに貢献し、社会課題を解決することで、持続的な成長に向け取り組

んでまいります。今後とも当社グループへのご支援をよろしくお願い申し上げます。 
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企業理念体系企業理念体系企業理念体系企業理念体系

ノーリツグループは、企業理念の基、事業を通じて社会の課題解決に貢献することで社会と企業の持続的な成長を

めざします。活動の基本となるには、従業員一人ひとりがCSRマインドを身に付け、ノーリツグループの基本姿勢を

行動に移すことです。 

ノーリツグループのノーリツグループのノーリツグループのノーリツグループのCSRCSRCSRCSR方針方針方針方針

ノーリツグループは、ステークホルダーの皆さまとの双方向コミュニケーションを通して社会の要請と期待を感じ取

り、「事業戦略に沿った経済的価値の追求」「社会の課題解決に貢献する社会的価値の向上」「ブランド戦略と呼応

したノーリツらしさの追求」の3つを深く融合した事業活動を進めています。この取り組みを通して、社会的責任を自



主的に果たすことにより、地球環境を含むすべてのステークホルダーの皆さまの笑顔と感動、すなわち“新しい幸

せ”をわかしていくことをCSR方針としています。 

CSRCSRCSRCSRマネジメントマネジメントマネジメントマネジメント体制体制体制体制

CSR活動を効果的に推進するため、ノーリツではCSRの取り組みについて、部門横断的にさまざまな課題について検討しています。 

CSR担当役員を議長とし、主に部門長を構成員とするCSR推進会議を年4回開催し、CSR推進施策について議論しています。 

これとは別に、迅速な意思決定を図ることを目的として、2007年よりCSR委員会を設置・開催しています。 

代表取締役社長が委員長を務め、取締役、執行役員、監査役で構成されるCSR委員会は年2回開催され、CSRの課題について審議・

決定します。この決定内容に基づいてP・D・C・Aマネジメントを推進しています。 

 

CSRCSRCSRCSR浸透浸透浸透浸透にににに向向向向けたけたけたけた2014201420142014年度年度年度年度のののの主主主主なななな活動活動活動活動

ノーリツグループは社会的責任の遂行と企業価値の向上をめざし、CSR活動を積極的に推進しています。2014年度は、CSRの社内浸

透を図るため、社内研修を26回のべ392人に対し実施しました。10月には代表取締役社長と部門長にて、CSRの取り組みについて話

し合いました。 また、社外からの講師も招き、経営層および従業員に対して、CSR研修を実施しました。 

現在は、マテリアリティの特定について、検討を進めています。  
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ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループ行動基準改定行動基準改定行動基準改定行動基準改定

■■■■    「「「「ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループ行動基準」行動基準」行動基準」行動基準」のののの改定改定改定改定についてについてについてについて    

ノーリツグループ全体のコンプライアンス風土の定着を図るため、これまでの「ノーリツグループ行動基準」を大幅に改定し、グループ

会社を含める全従業員に配布しました。 

これまでの行動基準（2003年制定、2010年改訂第3版）では下記の点において改善が必要でした。 

・「法令・企業倫理遵守」の色（「～ねばならない」）が強く、「社会の要請への適応」の視点が弱い  

・文字情報が多く、従業員が「読む気」になりにくい  

・「関係法令を遵守します」等の抽象的な表現が多く、従業員が「具体的にどうすればいいか」が分からない  

これらの問題に対し、今回は下記のように改善を図りました。 

・法令遵守に留まらず、国際基準に基づいて「社会の要請に応える」ことを目的とする 

（例）「人権の尊重」に国連グローバル・コンパクト10原則であるの「人権侵害への非加担」「強制労働・児童労働の排除」を盛り込む  

・「人権」と「安全」を事業活動のすべてにかかる項目の章とし、それ以降の章はノーリツグループの「ステークホルダー」との関係

ごとに設定する（従業員・お客さま・ビジネスパートナー・地球環境・社会・株主）  

・1項目1ページとし、全世界の従業員が理解しやすいイメージイラストを大きく表示する  

ノーリツグループ行動基準[PDF:1.52MB]  

ノーリツグループ行動基準（英語版）[PDF:1.78MB]  
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品質向上品質向上品質向上品質向上へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ

「豊かな暮しを支える製品とサービスを提供する」ことを最大の使命とするノーリツグループでは、「お客さま満足を最優先に考え、もの

づくり・販売・サービスの品質を高めるすべての企業活動も本業を通じでおこなうCSR活動である」との考えから、関係部門からメンバ

ーが集まり、他部門とのコミュニケーション交流から生まれる気づきをさらなる“品質の向上＝CSR推進”へつなげていく取り組みをお

こなっています。 

2014年度は昨年設定した目標達成に向け、取り組みました。 

第1ステップ…メンバーが品質向上のためにおこなっている業務について、「社会からの要請と期待」と「大切にする思い」を話し合い、

製品だけでなく、すべての企業活動でお客さま満足を最優先することの重要性を再認識するとともに、品質の向上を図ることはCSR

の重要な活動であることを共有しました。 

第2ステップ…メンバーが品質向上のために取り組んでいる業務を製品ライフサイクル※1と照し合い、各ステージ毎に今後、取り組む

べき業務を確認、中長期課題に対する思いを話し合い、課題を抽出しました。 

 ※1：製品ライフサイクル：製品の設計からお客さまが満足してお取り替えしていただくまでの一連の企業活動 

■ ■ ■ ■ 製品製品製品製品ライフサイクルのライフサイクルのライフサイクルのライフサイクルの各各各各ステージにおけるステージにおけるステージにおけるステージにおける品質向上品質向上品質向上品質向上へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

第3ステップ…第2ステップで抽出した課題について「めざすべき品質」「大切にする思い」「現状の取り組み」をメンバーで共有し、主管

部門を確認し課題を設定しました。 

第4ステップ…2014年度から、それぞれの課題について取り組みを開始しました。その中で新たに気付いた課題の設定をおこなうとと

もに、各課題の深堀りと、詳細化をおこなっています。 
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ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループCSRCSRCSRCSR調達調達調達調達ガイドラインのガイドラインのガイドラインのガイドラインの制定制定制定制定

2014201420142014年年年年7777月月月月CSRCSRCSRCSR視視視視点点点点でのでのでのでの調達活動調達活動調達活動調達活動をををを推進推進推進推進するためにするためにするためにするために、、、、    

「「「「ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループ    CSRCSRCSRCSR調達調達調達調達ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン」」」」をををを制定制定制定制定しましたしましたしましたしました。。。。    

ノーリツグループは調達方針に基づき、お取引先さまとの相互信頼と連携を向上すべく、公平・公正を基本とした、地球環境に配慮し

た調達活動を展開しています。 

当社は最終ブランドメーカーとして、サプライチェーン全体のマネジメントが求められており、ノーリツグループ企業理念、基本姿勢や

行動基準をもとに、社会の要請や期待を反映して本ガイドラインを制定しました。 

今後は、当社グループ会社はもとより、サプライヤー様と一体となってCSR調達活動を推進していきます。 

ノーリツグループCSR調達ガイドライン [PDF：0.43MB]  

ノーリツグループCSR調達ガイドライン（英語版）[PDF：101KB]  

＜＜＜＜ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループCSRCSRCSRCSR調達調達調達調達ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン項目＞項目＞項目＞項目＞

・ 人権の尊重

・ お客さまの満足度向上

・ 法令遵守と企業倫理にもとづいた企業活動

・ 公正で透明性のある取引

・ 地球環境・社会との共生

・ 労働環境の整備

企業情報 

トップメッセージ  

企業理念・ビジョン  

企業データ  

沿革  

企業姿勢・規範  

ノーリツグループ行動基準  

コーポレート・ガバナンス  

調達活動  

企業スポーツ活動  

ノーリツチャンネル 

株主・投資家向け情報 

IRニュース  

トップメッセージ  

個人投資家、株主の皆様へ  

経営方針  

業績・財務データ  

IRライブラリー  

株主情報  

IRイベント  

電子公告  

よくあるご質問  

免責事項  

CSRの取り組み 

トップメッセージ  

ノーリツグループのCSR    

国連グローバルコンパクト  

エコ・ファーストの約束  

３つの笑顔プロジェクト  

CSRトピックス  

品質  

環境  

社会  

ガバナンス  

第三者意見  

国際的イニシアティブとの整合  

報告書一覧  

編集方針  

採用情報 

お問い合わせ窓口一覧 

製品に関する大切なお知らせ 

製品を安全に、正しくお使い 

いただくために  

長期使用製品に関する制度 

などについて  

グループ会社の製品に関する 

ご連絡、ご注意  

その他、製品に関するご連絡、 

ご注意  



 サイト内検索

Copyright © 2015 NORITZ Corporation. All Rights Reserved. 
ご不明な点などございましたら  

お気軽にお問い合わせください。



 

    サイト内検索

     

企業情報トップ CSRの取り組み CSRトピックス 社会貢献「みちのく未来基金」を支援 

CSRCSRCSRCSRのののの取取取取りりりり組組組組みみみみ  

トップメッセージ  

ノーリツグループのCSR  

国連グローバル・コンパクト  

エコ・ファーストの約束  

３つの笑顔プロジェクト  

CSRトピックス  

中期経営計画にCSRの視点を

反映  

ノーリツグループ行動基準改定  

品質向上への取り組み  

ノーリツグループCSR調達ガイ

ドラインの制定  

社会貢献「みちのく未来基金」を

支援  

平成26年度 省エネ大賞 受賞  

ノーリツグループCSRマテリアリ

ティを特定  

Q+ESGについて  

品質  

環境  

社会  

ガバナンス  

第三者意見  

国際的イニシアティブとの整合  

報告書一覧  

編集方針  

社社社社会会会会貢貢貢貢献献献献「「「「みちのくみちのくみちのくみちのく未未未未来来来来基金」基金」基金」基金」をををを支援支援支援支援

公益財団法人「みちのく未来基金」は、東日本大震災でかけがえ

のない親を亡くした子どもたちを支援する団体です。高校卒業後の

大学や短大、専門学校の入学金と授業料を、「返済不要、人数制

限なし」で、上限300万円まで支給し、25年間支援を続けることを掲

げて設立されました。これまでに1期生96名、2期生124名、3期生

107名、2015年3月には新たに4期生97名（3月31日時点）が加わ

り、延べ424名がみちのく未来基金を活用して進学しました。 

趣旨に賛同した多くの企業や団体が協力して取り組んでいます。

かつて阪神・淡路大震災で被災した経験から、被災地で事業活動

を展開しているノーリツグループも、2012年度の従業員募金の寄

付に続き、2013年度から支援企業として加わりました。 

2015年3月14日、宮城大学で支援企業の代表者や支援者が見守る中、「門出の会」にて奨学制度によって新しく入学する4期生の決

意表明がなされ、併せて3月に短大、専門学校を卒業した1・2・3期生の前途を祝う「旅立ちの会」がとりおこなわれました。当社は基金

の意義をあらためて認識し、微力ながらこの活動を支え続けていくことを決意しました。 
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    「省「省「省「省エネエネエネエネ大賞」大賞」大賞」大賞」をををを受賞受賞受賞受賞

「ハイブリッド給湯・暖房システム」がその高い環境性能を認めら

れ、「平成26年度省エネ大賞」製品・ビジネスモデル部門において

「省エネルギーセンター会長賞」を受賞しました。 

特

特特

特徴

徴徴

徴 

(1)潜熱回収型ガス給湯器（エコジョーズ）とヒートポンプ給湯機の長所を融合させ、給湯利用に対する学習制御によって、給湯一次エ

ネルギー効率は125％※を達成しました。
 

(2)ご家庭の生活パターンを自動的に記憶する自己学習機能により、お湯を必要とする時間帯と量を予測し、最も効率の良いタイミン

グで貯湯をおこなう「スマート制御」が放熱ロスを最小限に抑えます。 

(3)低圧作動で再加熱性能の良いノンフロン冷媒R290 を業界で初めて採用し、フロンガス（R410A）と比較して地球温暖化係数（GWP）

を1/700 に低減することができました。 

(4)瞬時の加熱能力があるガスを利用できるため、タンク貯湯量とヒートポンプの加熱能力を必要最小限にでき、貯湯ユニットとヒート

ポンプユニットの小型化で狭小地への設置も可能となりました。 

 ※給湯使用による効率（暖房使用は除く）「住宅事業建築主の判断基準」6 地域の条件を参考に当社調べ。 

企業情報 

トップメッセージ  

企業理念・ビジョン  

企業データ  

沿革  

企業姿勢・規範  

ノーリツグループ行動基準  

コーポレート・ガバナンス  

調達活動  

企業スポーツ活動  

株主・投資家向け情報 

IRニュース  

トップメッセージ  

個人投資家、株主の皆様へ  

経営方針  

業績・財務データ  

IRライブラリー  

株主情報  

IRイベント  

電子公告  

よくあるご質問  

CSRの取り組み 

トップメッセージ  

ノーリツグループのCSR    

国連グローバルコンパクト  

エコ・ファーストの約束  

３つの笑顔プロジェクト  

CSRトピックス  

品質  

環境  

社会  

ガバナンス  

採用情報 

お問い合わせ窓口一覧 

製品に関する大切なお知らせ 

製品を安全に、正しくお使い 

いただくために  

長期使用製品に関する制度 

などについて  

グループ会社の製品に関する 

ご連絡、ご注意  

その他、製品に関するご連絡、 

ご注意  



ノーリツチャンネル 免責事項  第三者意見  

国際的イニシアティブとの整合  

報告書一覧  

編集方針  

 サイト内検索

Copyright © 2015 NORITZ Corporation. All Rights Reserved. 
ご不明な点などございましたら  

お気軽にお問い合わせください。



 

    サイト内検索

     

企業情報トップ CSRの取り組み CSRトピックス ノーリツグループCSRマテリアリティを特定 

CSRCSRCSRCSRのののの取取取取りりりり組組組組みみみみ  

トップメッセージ  

ノーリツグループのCSR  

国連グローバル・コンパクト  

エコ・ファーストの約束  

３つの笑顔プロジェクト  

CSRトピックス  

中期経営計画にCSRの視点を

反映  

ノーリツグループ行動基準改定  

品質向上への取り組み  

ノーリツグループCSR調達ガイ

ドラインの制定  

社会貢献「みちのく未来基金」を

支援  

平成26年度 省エネ大賞 受賞  

ノーリツグループCSRマテリアリ

ティを特定  

Q+ESGについて  

品質  

環境  

社会  

ガバナンス  

第三者意見  

国際的イニシアティブとの整合  

報告書一覧  

編集方針  

ノーリツグループはステークホルダーとの対話を通して、優先的に取り組むべきCSR重要課題として、4分野7テーマを特定しました。 

今後も事業を通して社会課題の解決に貢献し、社会とノーリツグループの継続的発展を目指します。 

ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループCSRCSRCSRCSRマテリアリティをマテリアリティをマテリアリティをマテリアリティを特定特定特定特定((((Specifying the CSRSpecifying the CSRSpecifying the CSRSpecifying the CSR  Materiality of NORITZ group)  Materiality of NORITZ group)  Materiality of NORITZ group)  Materiality of NORITZ group)

ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループCSRCSRCSRCSRマテリアリティマテリアリティマテリアリティマテリアリティ    4444分野 分野 分野 分野 7 7 7 7 テーマテーマテーマテーマ

■■■■    地球環境地球環境地球環境地球環境    ■■■■    消費者安全消費者安全消費者安全消費者安全 ■■■■    人材人材人材人材    
■■■■    サプライチェーンサプライチェーンサプライチェーンサプライチェーン 

        マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント 

(1)CO2排出量削減 

(2)製品有害物質削減

(3)消費者安全 (4)人権対応  

(5)雇用   

(6)ダイバーシティ

(7)CSR調達

ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループCSRCSRCSRCSRマテリアリティマテリアリティマテリアリティマテリアリティ（優先課題）（優先課題）（優先課題）（優先課題）のののの特定特定特定特定プロセスプロセスプロセスプロセス

ノーリツレポート2015の第三者意見や国際社会が継続的に発展する上で必要とされている課題から、ノーリツグループとステークホルダ

ーにとって重要と思われる課題を抽出し、「ノーリツグループにとっての重要度」と「ステークホルダーにとっての重要度」の2軸でマッピ

ングを行いました。 

社内関連部門の意見を反映した上で、ステークホルダー代表とのダイアログを開催し妥当性の確認を行い特定しました。 

人権課題はノーリツ製品がかかわるすべての段階において存在すると認識しておりますが、初年度の2015年～2016年は従業員とサ

プライチェーンマネジメントを中心に取り組んでまいります。 

（人材分野：従業員および従業員が及ぼす人権対応、サプライチェーンマネジメント分野：サプライヤーの人権対応） 

ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループCSRCSRCSRCSRマテリアリティマテリアリティマテリアリティマテリアリティ分析分析分析分析マップマップマップマップ



■ ■ ■ ■ 地球環境地球環境地球環境地球環境 ■ ■ ■ ■ 消費者安全消費者安全消費者安全消費者安全

(1)CO(1)CO(1)CO(1)CO2

22

2排出量削減排出量削減排出量削減排出量削減 

 1)製品を通じたCO2の削減 

 2)事業活動を通じたCO2の削減 

 3)環境マインド向上(環境人材育成) 

((((2)2)2)2)製品有害物質削減製品有害物質削減製品有害物質削減製品有害物質削減 

 1)有害物質対応商品を2016年までに販売構成比80%にする 

 2)REACH規則に基づく化学 物質含有状況の情報開示 

 3)2019年7月までに改正RoHS指令対応

((((3)3)3)3)消費者安全消費者安全消費者安全消費者安全 

 1)商品に関する品質の向上 

 2)品質向上に繋がる人材育成

■ ■ ■ ■ 人材人材人材人材 ■■■■    サプライチェーンマネジメントサプライチェーンマネジメントサプライチェーンマネジメントサプライチェーンマネジメント    

(4)(4)(4)(4)人人人人権対応権対応権対応権対応（（（（従従従従業員業員業員業員およびおよびおよびおよび    従従従従業員業員業員業員がががが及及及及ぼすぼすぼすぼす人人人人権対応権対応権対応権対応）））） 

 1)グローバルスタンダードに基づいた人権対応や認識の周知 

 2)リスク確認 

 3)人権影響評価と対応（人権デューディリジェンス）  

((((5)5)5)5)雇用雇用雇用雇用 

 1）自立と相互支援による強いチームづくり 

 2) 働き甲斐の創出 

((((6)6)6)6)ダイバーシティダイバーシティダイバーシティダイバーシティ     

 1)障がい者、高齢者などの雇用対応 

 2)従業員の多様性の容認 

 3)ワークライフバランスの充実 

 4)女性が活躍できる場の創生

((((7)CSR7)CSR7)CSR7)CSR調達（調達（調達（調達（サプライヤーのサプライヤーのサプライヤーのサプライヤーの人人人人権対応権対応権対応権対応）））） 

 1)CSR調達ガイドラインの周知・浸透 

 2)社内アンケート分析 

 3)出張時の調査チェックリスト作成 

 4)仕入先実態把握(社外アンケート)

ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループCSRCSRCSRCSRマテリアリティマテリアリティマテリアリティマテリアリティ

■■■■    取取取取りりりり組組組組みみみみ分野：地球環境分野：地球環境分野：地球環境分野：地球環境    

ノーリツグループ

ノーリツグループノーリツグループ

ノーリツグループ 
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（製品・事業活動）

日本では家庭におけるエネルギーの約60%が、給湯・暖房・厨房分野で使用されてお

り、ノーリツ製品が排出するCO2は日本全体のCO2排出量の約1％にあたります。(う

ち使用時が99%)製品および事業活動におけるCO2排出量の削減は最重要課題の一

つです。ノーリツグループはその事を認識しており「エコ・ファーストの約束(1)(2)」とし

て取り組みを宣言しています。 

○ ○ ○ ○ ○
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2削減

削減削減

削減（高効率・ハイブリッド温水機器、創エネルギー機器の開

発と普及促進） 

1)2016年CO2排出量20万t削減(2000年比) 

(
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22

2削減

削減削減

削減（エネルギーマネジメント推進、業務改善・運用と設

備導入） 



1)2016年CO2排出量18.5%削減、2020年20.2%削減(2005年比) 

(
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(3)

3)3)

3)環境

環境環境

環境マインド

マインドマインド

マインド向上

向上向上

向上（環境人材育成：省エネ教育、eco検定）  

1)省エネ教育(省エネ可能性診断、省エネ人材育成) 

2)eco検定(2016年ノーリツ個社取得率60%、グループ会社への展開) 

(2)

(2)(2)

(2)製品有害物質削減

製品有害物質削減製品有害物質削減

製品有害物質削減

RoHS指令、REACH規則などグローバルで製品化学物質の規制が強化されていま

す。2019年には改正RoHS指令が給湯機器にも適用予定です。 

「エコ・ファーストの約束(3)」にも宣言しています。
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の情報開示

情報開示情報開示

情報開示 

  

 

(

((

(3)

3)3)

3)改正

改正改正

改正RoHS

RoHSRoHS

RoHS指令

指令指令

指令対応

対応対応

対応

■■■■    取取取取りりりり組組組組みみみみ分野：消費者安全分野：消費者安全分野：消費者安全分野：消費者安全    

※1 SSM（ストレス・ストレングス・モデル）：過去の不具合事例を体系化し共有することで設計に活かす手法 

※2 スペースファインダー：品質管理情報を一元管理し不具合情報の有効活用・早期発見・早期対応を図る 

ノーリツグループ

ノーリツグループノーリツグループ

ノーリツグループ 

  

 

CSR

CSRCSR

CSRマテリアリティ

マテリアリティマテリアリティ

マテリアリティ 

  

 

（

（（

（CSR

CSRCSR

CSR優先課題）

優先課題）優先課題）

優先課題）

マテリアリティ

マテリアリティマテリアリティ

マテリアリティ特定

特定特定

特定の

のの

の補足

補足補足

補足説

説説

説明

明明

明

影響

影響影響

影響を

をを

を与

与与

与える

えるえる

える主

主主

主な

なな

な範

範範

範囲

囲囲

囲

サプラ

イヤー

NRグ 

ループ

お客 

さま

地球 

環境

地域 

社会

(3)

(3)(3)

(3)消費者安全

消費者安全消費者安全

消費者安全

企業理念である「お湯と健康 愛とやすらぎ 豊かな暮しをつくる ノーリツ」に基づ

き、お客さま満足を追求し、安全・安心な機器を提供することを使命と考えています。

その実現に向け品質マネジメントシステムを構築し、企業体質の改善・強化に取り組

んでいます。

○ ○

具体的

具体的具体的

具体的な

なな

な取

取取

取り

りり

り組

組組

組み

みみ

み内

内内

内容

容容

容

(1)

(1)(1)

(1)商品

商品商品

商品に

にに

に関

関関

関する

するする

する品質

品質品質

品質の

のの

の向上

向上向上

向上 

1)日本国内の「ノーリツ安全設計基準」の策定と海外グループ会社への展開 

2)SSM※1の自社設計定着および導入推進 

3)スペースファインダー※2の導入推進 

(

((

(2)

2)2)

2)人材育成

人材育成人材育成

人材育成 

1)SSM※1の知識構造化プロセスにおいて、問題分析力、解決力および専門知識

向上 

2)ノーリツグループ、協力会社に対する教育支援 

■■■■    取取取取りりりり組組組組みみみみ分野：人材分野：人材分野：人材分野：人材    

ノーリツグループ

ノーリツグループノーリツグループ

ノーリツグループ 

  

 

CSR

CSRCSR

CSRマテリアリティ

マテリアリティマテリアリティ

マテリアリティ 

  

 

（

（（

（CSR

CSRCSR

CSR優先課題）

優先課題）優先課題）

優先課題）

マテリアリティ

マテリアリティマテリアリティ

マテリアリティ特定

特定特定

特定の

のの

の補足

補足補足

補足説

説説

説明

明明

明

影響

影響影響

影響を

をを

を与

与与

与える

えるえる

える主

主主

主な

なな

な範

範範

範囲

囲囲

囲

サプラ

イヤー

NRグ 

ループ

お客 

さま

地球 

環境

地域 

社会

(4)

(4)(4)

(4)人

人人

人権対応

権対応権対応

権対応 

  

 

ノーリツグループは人権対応において重要性の認識が不足気味であると第三者意

見でも指摘されています。人権の正しい理解・認識と取り組みが求められています。

○ ○

具体的

具体的具体的

具体的な

なな

な取

取取

取り

りり

り組

組組

組み

みみ

み内

内内

内容

容容

容

(1)

(1)(1)

(1)人

人人

人権

権権

権影響評

影響評影響評

影響評価

価価

価とその

とそのとその

とその対応

対応対応

対応 

  

 （

（（

（デューディリジェンス

デューディリジェンスデューディリジェンス

デューディリジェンス）

））

） 

  

 

(

((

(2)

2)2)

2)ノーリツグループ

ノーリツグループノーリツグループ

ノーリツグループ人

人人

人権

権権

権方針

方針方針

方針の

のの

の確立

確立確立

確立と

とと

と開示

開示開示

開示 

  

 

(

((

(3)

3)3)

3)グローバルスタンダードの

グローバルスタンダードのグローバルスタンダードの

グローバルスタンダードの認識周知

認識周知認識周知

認識周知や

やや

や人

人人

人権対応

権対応権対応

権対応 

  

 

(

((

(4)

4)4)

4)リスク

リスクリスク

リスク状

状状

状況

況況

況の

のの

の把握

把握把握

把握

(5)

(5)(5)

(5)雇用

雇用雇用

雇用 

  

 

安全・安心でいきいきと働ける雇用環境の整備は、企業に求められる最も重要な課

題の一つです。

○具体的

具体的具体的

具体的な

なな

な取

取取

取り

りり

り組

組組

組み

みみ

み内

内内

内容

容容

容

(1)

(1)(1)

(1)自立

自立自立

自立と

とと

と相互支援

相互支援相互支援

相互支援による

によるによる

による強

強強

強いチームづくり

いチームづくりいチームづくり

いチームづくり 

  

 

(

((

(2)

2)2)

2)働

働働

働きがいの

きがいのきがいの

きがいの創出

創出創出

創出

(6)

(6)(6)

(6)ダイバーシティ

ダイバーシティダイバーシティ

ダイバーシティ 

  

 

多様な人材の活用は、企業が持続的に成長する上でもとても大切なテーマです。

○

具体的

具体的具体的

具体的な

なな

な取

取取

取り

りり

り組

組組

組み

みみ

み内

内内

内容

容容

容

(1)

(1)(1)

(1)障

障障

障がい

がいがい

がい者、高

者、高者、高

者、高齢

齢齢

齢者

者者

者などの

などのなどの

などの雇用

雇用雇用

雇用対応

対応対応

対応 

  

 

(

((

(2)

2)2)

2)従

従従

従業員

業員業員

業員の

のの

の多

多多

多様

様様

様性

性性

性の

のの

の容認

容認容認

容認 

  

 

(

((

(3)

3)3)

3)ワークライフバランスの

ワークライフバランスのワークライフバランスの

ワークライフバランスの充

充充

充実

実実

実 

  

 

(

((

(4)

4)4)

4)女性活用

女性活用女性活用

女性活用の

のの

の目標設定＆活躍

目標設定＆活躍目標設定＆活躍

目標設定＆活躍できる

できるできる

できる場

場場

場の

のの

の整備

整備整備

整備

■■■■    取取取取りりりり組組組組みみみみ分野：分野：分野：分野：サプライチェーンマネジメントサプライチェーンマネジメントサプライチェーンマネジメントサプライチェーンマネジメント    

ノーリツグループ

ノーリツグループノーリツグループ

ノーリツグループ 

  

 

CSR

CSRCSR

CSRマテリアリティ

マテリアリティマテリアリティ

マテリアリティ 

  

 

マテリアリティ

マテリアリティマテリアリティ

マテリアリティ特定

特定特定

特定の

のの

の補足

補足補足

補足説

説説

説明

明明

明

影響

影響影響

影響を

をを

を与

与与

与える

えるえる

える主

主主

主な

なな

な範

範範

範囲

囲囲

囲

サプラ NRグ お客 地球 地域 



（

（（

（CSR

CSRCSR

CSR優先課題）

優先課題）優先課題）

優先課題）

イヤー ループ さま 環境 社会

(7)CSR

(7)CSR(7)CSR

(7)CSR調達

調達調達

調達 

  

 

ノーリツグループが自社の製品を製造・販売する上で社会に与える影響は大きく、調

達段階においても責任を果たすべきことを認識しています。社会の継続的発展につ

ながるよう取り組んでまいります。

○ ○

○ 

具体的

具体的具体的

具体的な

なな

な取

取取

取り

りり

り組

組組

組み

みみ

み内

内内

内容

容容

容

(1)

(1)(1)

(1)人

人人

人権

権権

権影響評

影響評影響評

影響評価

価価

価と

とと

と対応

対応対応

対応 

  

 （

（（

（デューディリジェンス

デューディリジェンスデューディリジェンス

デューディリジェンス）

））

） 

  

 

(

((

(2)

2)2)

2)ノーリツグループ

ノーリツグループノーリツグループ

ノーリツグループ 

  

 CSR

CSRCSR

CSR調達

調達調達

調達ガイドラインの

ガイドラインのガイドラインの

ガイドラインの周知

周知周知

周知・

・・

・浸透

浸透浸透

浸透 

  

 

(

((

(3)

3)3)

3)社

社社

社内実

内実内実

内実態把握

態把握態把握

態把握アンケート

アンケートアンケート

アンケート分析

分析分析

分析と

とと

と課題設定

課題設定課題設定

課題設定 

  

 

(

((

(4)

4)4)

4)現地調

現地調現地調

現地調査

査査

査チェックリスト

チェックリストチェックリスト

チェックリスト作成

作成作成

作成 

  

 

(

((

(5)

5)5)

5)仕入先

仕入先仕入先

仕入先実

実実

実態把握

態把握態把握

態把握アンケートと

アンケートとアンケートと

アンケートと課題設定

課題設定課題設定

課題設定 

(児童労働・強制労働・労働安全衛生など)

ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループCSRCSRCSRCSRマテリアリティとマテリアリティとマテリアリティとマテリアリティと    GRI G4GRI G4GRI G4GRI G4のののの対対対対照表照表照表照表

■■■■    取取取取りりりり組組組組みみみみ分野：地球環境分野：地球環境分野：地球環境分野：地球環境    

※ノーリツグループのCSRマテリアリティでは社会への影響が大きいCO2排出量の削減と製品有害物質の削減に特化した為、直接

的な関係はありませんがGRI G4の指標として開示しています 

 

ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループ GRI G4GRI G4GRI G4GRI G4

ノーリツグループ

ノーリツグループノーリツグループ

ノーリツグループ 

  

 

CSR

CSRCSR

CSRマテリアリティ

マテリアリティマテリアリティ

マテリアリティ 

  

 

（

（（

（CSR

CSRCSR

CSR優先課題）

優先課題）優先課題）

優先課題）

カテゴリー 

（ サブカテゴリー） 

側面 指標

(1)CO

(1)CO(1)CO

(1)CO2

22

2排出量

排出量排出量

排出量の

のの

の削減

削減削減

削減 

  

 

（製品・事業活動）

環境 

（―）

大気への排出

G4-EN15

直接的な温室効果ガス（GHG)排出量(スコープ1) 

エコ・ファーストの約束 

G4-EN16

間接的な温室効果ガス(GHG)排出量(スコープ2) 

エコ・ファーストの約束 

G4-EN17

その他の間接的な温室効果ガス(GHG)排出(スコープ3) 

エコ・ファーストの約束 

G4-EN18

温室効果ガス（GHG)排出原単位 

掲載なし（省エネ法対応で経済産業省へ毎年報告済） 

G4-EN19

温室効果ガス（GHG)排出量の削減量 

エコ・ファーストの約束 

G4-EN20※

オゾン層破壊物質（ODS)の排出量 

環境保全活動データ 

G4-EN21※

Nox,Soxおよびその他の重大な大気排出 

環境保全活動データ 

(2)

(2)(2)

(2)製品有害物質削減

製品有害物質削減製品有害物質削減

製品有害物質削減

製品およびサービ

ス

G4-EN27

製品およびサービスによる環境影響緩和の程度 

エコ・ファーストの約束 

G4-EN28※

使用済み製品や梱包財のリユース、リサイクル比率(区分別) 

製品を通じた環境負荷低減 

■ ■ ■ ■ 取取取取りりりり組組組組みみみみ分野：消費者安全分野：消費者安全分野：消費者安全分野：消費者安全    

ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループ GRI G4GRI G4GRI G4GRI G4

ノーリツグループ

ノーリツグループノーリツグループ

ノーリツグループ 

  

 

CSR

CSRCSR

CSRマテリアリティ

マテリアリティマテリアリティ

マテリアリティ 

  

 

（

（（

（CSR

CSRCSR

CSR優先課題）

優先課題）優先課題）

優先課題）

カテゴリー 

（ サブカテゴリー） 

側面 指標

(3)

(3)(3)

(3)消費者安全

消費者安全消費者安全

消費者安全

社会 

（製品責任）

顧客の安全衛生

G4-PR1

主要な製品やサービスで、安全衛生の影響評価を行い、改善を

図っているものの比率 

豊かな暮しを支える製品とサービスを提供する 

品質方針 

品質への取り組み 

品質向上への取り組み 

製品を安全に、正しくお使いいただくために 

長期使用製品に関する制度などについて 

アスベスト（石綿）の使用状況について 

お客さまの安全に向けた取り組みについて 

製品安全自主行動計画 

お客さまとともに 

従業員とともに 



社会とともに

G4-PR2

製品やサービスのライフサイクルにおいて発生した、安全衛生に

関する規制および自主的規範の違反事例の総件数 

グループ会社の製品に関するご連絡、ご注意 

製品事故情報一覧

■■■■    取取取取りりりり組組組組みみみみ分野：人材分野：人材分野：人材分野：人材    

ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループ GRI G4GRI G4GRI G4GRI G4

ノーリツグループ

ノーリツグループノーリツグループ

ノーリツグループ 

  

 

CSR

CSRCSR

CSRマテリアリティ

マテリアリティマテリアリティ

マテリアリティ 

  

 

（

（（

（CSR

CSRCSR

CSR優先課題）

優先課題）優先課題）

優先課題）

カテゴリー 

（ サブカテゴリー） 

側面 指標

(4)

(4)(4)

(4)人

人人

人権対応

権対応権対応

権対応

社会 

（人権）

投資

G4-HR1

重要な投資協定や契約で、人権条項を定めているもの、人権スクリー

ニングを受けたものの総数とその比率 

ノーリツグループ行動基準 

人権 

G4-HR2

業務関連の人権側面についての方針、手順を内容とする従業員研修

を行った総時間(研修を受けた従業員の比率を含む) 

人権

非差別 G4-HR3

差別事例の総件数と実施した是正措置 

当該期間該当なし 

結社の自

由と団体

交渉

G4-HR4

結社の自由や団体交渉の権利行使が、侵害されたり著しいリスクにさ

らされているかもしれないと特定された業務やサプライヤーおよび当該

権利を支援する為に実施した対策 

当該期間該当なし 

児童労働 G4-HR5

児童労働に関して著しいリスクがあると特定された業務やサプライヤー

および児童労働の効果的な根絶のために実施した対策 

現在調査中。近日公開します 

強制労働 G4-HR6

強制労働事例に関して著しいリスクがあると特定された業務やサプラ

イヤーおよびあらゆる形態の強制労働を撲滅するための対策 

現在調査中。近日公開します 

人権評価 G4－HR9

人権レビューや影響評価の対象とした業務の総数とその比率 

データなし 

(5)

(5)(5)

(5)雇用

雇用雇用

雇用 

  

 

社会 

（労働慣行とディーセン

ト・ワーク）

雇用

G4-LA1

従業員の新規雇用者と離職者の総数と比率(年齢、性別、地域による

内訳） 

雇用に関する基本方針

G4-LA2

派遣社員とアルバイト従業員には支給せず、正社員に支給する給付 

ワークライフバランスを支援する諸制度

G4-LA3

出産・育児休暇後の復職率と定着率(男女別) 

雇用に関する基本方針 

ワークライフバランスを支援する諸制度

労働安全

衛生

G4-LA5

労働安全衛生プログラムについてモニタリング、助言をおこなう労使合

同安全衛生委員会に代表を送る母体となっている総労働力の比率 

活力ある人材を育成する 

G4-LA6

傷害の種類と、傷害・業務上疾病・休業日数・欠勤の比率および業務

上の死亡者数(地域別、男女別) 

活力ある人材を育成する

G4-LA7

業務関連の事故や疾病発症のリスクが高い労働者数 

データなし 

G4-LA8

労働組合との正式協定に定められている安全衛生関連のテーマ 

活力ある人材を育成する 

労使の関係 

(6)

(6)(6)

(6)ダイバーシティ

ダイバーシティダイバーシティ

ダイバーシティ

社会 

（労働慣行とディーセン

ト・ワーク）

多様性と

機会均等

G4-LA12

ガバナンス組織の構成と従業員区分別の内訳(性別、年齢、マイノリテ

ィーグループその他多様性指標別) 

コーポレートガバナンス 

多様性の尊重

■■■■    取取取取りりりり組組組組みみみみ分野：分野：分野：分野：サプライチェーンマネジメントサプライチェーンマネジメントサプライチェーンマネジメントサプライチェーンマネジメント    

ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループ GRI G4GRI G4GRI G4GRI G4



ノーリツグループ

ノーリツグループノーリツグループ

ノーリツグループ 

  

 

CSR

CSRCSR

CSRマテリアリティ

マテリアリティマテリアリティ

マテリアリティ 

  

 

（

（（

（CSR

CSRCSR

CSR優先課題）

優先課題）優先課題）

優先課題）

カテゴリー 

（ サブカテゴリー） 

側面 指標

(7)CSR

(7)CSR(7)CSR

(7)CSR調達

調達調達

調達 

  

 

経済 

（―）

調達慣行 G4-EC9

重要事業拠点における地元サプライヤーへの支出の比率 

データなし 

環境 

（―）

大気への排出 G4-EN17

その他の間接的な温室効果ガス(GHG)排出(スコープ3) 

エコ・ファーストの約束

サプライヤーへ

の環境評価

G4-EN32

環境クライテリアにより選定した新規サプライヤーの比率 

製品の環境負荷低減とサプライチェーン 

現在調査中。近日公開します 

G4-EN33

サプライチェーンにおける著しいマイナス環境影響および行った措置 

現在調査中。近日公開します 

社会 

（労働慣行と 

ディーセント・ワー

ク）

労働安全衛生 G4-LA6

傷害の種類と、傷害・業務上疾病・休業日数・欠勤の比率および業務

上の死亡者数(地域別、男女別) 

活力ある人材を育成する

サプライヤーの

調達慣行評価

G4-LA14 

労働慣行クライテリアによりスクリーニングした新規サプライヤーの比

率 

CSR調達 

現在調査中。近日公開します 

G4-LA15

サプライチェーンでの労働慣行に関する著しいマイナス影響および実

施した措置 

現在調査中。近日公開します 

社会 

（人権）

結社の自由と

団体交渉

G4-HR4

結社の自由や団体交渉の権利行使が、侵害されたり著しいリスクにさ

らされているかもしれないと特定された業務やサプライヤーおよび当該

権利を支援する為に実施した対策 

当該期間該当なし 

児童労働 G4-HR5

児童労働に関して著しいリスクがあると特定された業務やサプライヤ

ー、および児童労働の効果的な根絶のために実施した対策 

CSR調達ガイドラインの制定 

現在調査中。近日公開します 

強制労働 G4-HR6

強制労働事例に関して著しいリスクがあると特定された業務やサプラ

イヤー、およびあらゆる形態の強制労働を撲滅するための対策 

CSR調達ガイドラインの制定 

現在調査中。近日公開します 

サプライヤーへ

の人権評価

G4-HR10 

人権クライテリアによりスクリーニングした新規サプライヤーの比率 

CSR調達 

現在調査中。近日公開します 

G4-HR11

サプライチェーンにおける人権への著しいマイナス影響および実施した

措置 

現在調査中。近日公開します 

社会 

（社会）

サプライヤーへ

の社会への影

響評価

G4-SO9

社会に及ぼす影響に関するクライテリアによりスクリーニングした新規

サプライヤーの比率 

CSR調達 

現在調査中。近日公開します 

G4-SO10

サプライチェーンで社会に及ぼす著しいマイナス影響および実施した

措置 

現在調査中。近日公開します 
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品質方針品質方針品質方針品質方針 豊豊豊豊かなかなかなかな暮暮暮暮しをしをしをしを支支支支えるえるえるえる製品製品製品製品とサービスをとサービスをとサービスをとサービスを提供提供提供提供

するするするする

企業理念に基づく独自の品質マネジメントシステムを構築

し、体質の改善・強化に取り組んでいます。 

お客さまの声を事業に活かし、製品やサービスの品質向

上をめざして、可能性に挑戦しています。 

品質品質品質品質へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ    
 

お客さまの快適な暮しを支えるお湯を安心してお使いいた

だけるよう、さまざまな角度から取り組んでいます。 
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品質方針品質方針品質方針品質方針

品質方針品質方針品質方針品質方針    品質品質品質品質にににに関関関関するするするする基本姿勢基本姿勢基本姿勢基本姿勢    

当社は、企業理念である「お湯と健康 愛とやすらぎ 豊かな暮しをつくる ノーリツ」に基づき、お客さま満足を追求し、安全・安心な機

器を提供することを使命と考え、これを実現するための品質マネジメントシステムを構築し、体質の改善・強化に取り組んでいます。 

品質方針品質方針品質方針品質方針

ノーリツは、すべての事業活動においてお客さま満足を最優先に考え、お客さまに安全・安心な製品、施行、アフターサービスを提供

していきます。当社は、安全・安心な社会を構築する社会的責任を十分に認識するとともに、自主行動計画を策定し実践します。さら

に、品質に関するグループ各社の情報共有化と問題解決の連携を図り、ノーリツグループとして適切な品質保証活動および品質向上

活動を進めていきます。 

■■■■    製品安全自主行動計製品安全自主行動計製品安全自主行動計製品安全自主行動計画画画画    

特に、安全性に関しては事業活動のあらゆる段階でリスクアセスメントを実施するとともに、法令、各種規制および自主基準を遵守し

ます。 

当社は、品質向上のために、設計・調達・生産・物流（ものづくりの品質）だけでなく、営業・施工・アフターサービス（販売・サービスの

現場）も合わせ、お客さま満足を最優先した活動を進めていきます。 

■■■■    豊豊豊豊かなかなかなかな暮暮暮暮しをしをしをしを支支支支えるえるえるえる製品製品製品製品とサービスとサービスとサービスとサービス    

2015年度現在、株式会社ノーリツ、および日本・海外の全グループ会社で、品質マネジメントシステムの国際規格ISO9001の認証を取

得し、品質改善に取り組んでいます。 

品質品質品質品質にににに関関関関するするするする基本姿勢基本姿勢基本姿勢基本姿勢
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豊豊豊豊かなかなかなかな暮暮暮暮しをしをしをしを支支支支えるえるえるえる製品製品製品製品とサービスをとサービスをとサービスをとサービスを提供提供提供提供するするするする

豊豊豊豊かなかなかなかな暮暮暮暮しをしをしをしを支支支支えるえるえるえる製品製品製品製品とサービスをとサービスをとサービスをとサービスを提供提供提供提供するするするする 私私私私たちがたちがたちがたちが追求追求追求追求するするするする品質品質品質品質

おおおお客客客客さまさまさまさま満満満満足足足足をををを優先優先優先優先したしたしたした品質品質品質品質マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント体制体制体制体制
 

「製品やサービスを通じて豊かな暮しを提供する」ことが、ノーリツグループにとっての最大の使命です。 

これを実現するためには、製品だけでなく、すべての企業活動でお客さま満足を最優先とした仕事をすることが重要です。 

私たちは、「製品やサービスの品質を高める」「お客さまの声を事業活動に活かす」この2つのことを大切にしながら製品の開発から修

理に至るプロセスで品質の向上をめざし、製品とサービスの可能性に挑戦しています。 

豊豊豊豊かなかなかなかな暮暮暮暮しをしをしをしを支支支支えるえるえるえる製品製品製品製品とサービスをとサービスをとサービスをとサービスを提供提供提供提供するするするする

ものづくりと販売・サービスの現場で6つの価値を追求することで品質の向上をめざし、お客さまとの信頼の絆を深めていきます。 

私私私私たちがたちがたちがたちが追求追求追求追求するするするする品質品質品質品質

 

製品の特徴や、安全にご使用していただくための情報などを、分かり易くお伝え

することを出発点として、お客さまの声に耳を傾け、対話を通して期待以上の製

品や喜ばれるサービスを追求していきます。 

開発・調達・生産の各段階で品質を確保した製品をお客さまにお届けする。これ

が私たちの使命です。私たちが考える品質は、「安全であること」、「誰もが使い

易いこと」、「環境にやさしいこと」この3つが必要条件です。 

おおおお客客客客さまさまさまさま満満満満足足足足をををを優先優先優先優先したしたしたした品質品質品質品質マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント体制体制体制体制

グループ会社全体の品質保証業務を統括管理することで、今ま

で以上に、お客さま満足と品質の向上を達成できると考え、品

質保証推進統括部長が議長を務める「グループ品質会議」を開



催しています。執行部門における業務改善を推進するとともに、

お客さま接点窓口の専門性を高め、6つの価値を着実に実現し

ていきます。 

品質マネジメント体制図 
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品質品質品質品質へのへのへのへの思思思思いいいい 製品開製品開製品開製品開発発発発におけるにおけるにおけるにおける品質向上品質向上品質向上品質向上へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ

生生生生産産産産品質向上品質向上品質向上品質向上へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ    品質管理品質管理品質管理品質管理のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

営営営営業品質向上業品質向上業品質向上業品質向上へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ    物流品質物流品質物流品質物流品質のののの向上向上向上向上    

おおおお客客客客さまサービスさまサービスさまサービスさまサービス品質品質品質品質のののの向上向上向上向上    施工品質施工品質施工品質施工品質のののの向上向上向上向上    

アフターサービスアフターサービスアフターサービスアフターサービス品質品質品質品質のののの向上向上向上向上    

ノーリツグループは、お客さまの快適な暮しを支えるお湯を安心してお使いいただくために、品質保証、お客さま対応の専門部門を設

け、設計品質、生産品質、施工品質、CS応対品質の向上に取り組んでいます。 

設計・生産段階では主に、安全、高品質な製品をお届けできるように、さまざまな基準、指標、管理手法を用いた活動を進め、当社製

品をお使いの国内約2,000万世帯のお客さまの生活を支えています。2015年度は、拡大する海外のお客さまに、さらに安全・安心な製

品を提供すべく、安全基準の強化とグローバル化を図ります。国内では、当社コンタクトセンターに日々届くお客さまの声を、企業活動

に反映し、製品・サービスの改善、不具合の未然防止、品質のスパイラルアップおよび、安全啓蒙につなげるよう努めています。 

品質品質品質品質へのへのへのへの思思思思いいいい

製品開製品開製品開製品開発発発発におけるにおけるにおけるにおける品質向上品質向上品質向上品質向上へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ

■ ■ ■ ■ 数数数数値値値値解析解析解析解析のののの活用活用活用活用によるによるによるによる信信信信頼頼頼頼性性性性のののの向上向上向上向上    

数値解析の活用により温度上昇や応力の計算をおこない、十分な耐久性を確保した

設計をおこなっています。 また、潜熱回収用の2次熱交換器は、排気の流れと水管配

列を数値解析により最適化することで、高い熱効率を達成しています。 

数値解析を活用して設計をおこなった熱交換器も、実機に組み込み各種の耐久試験

モード条件で確認試験を実施しています。 

■■■■ 3D 3D 3D 3D（立体）（立体）（立体）（立体）プリンタープリンタープリンタープリンター活用活用活用活用によるによるによるによる高品質高品質高品質高品質なななな試作試作試作試作モデルのモデルのモデルのモデルの設計設計設計設計    

3Dプリンターの活用により開発初期にさまざまな形状の試作・検討をおこない、高品質

の部品の設計をおこなっています。例えばファン開発では、数値解析でも難しい高速

回転体周辺の流れを、3Dプリンターモデルにて検証し、最適なファン形状を設計、より

品質の高い給湯機器の開発につなげています。 

■■■■    不具合不具合不具合不具合のののの未然防止未然防止未然防止未然防止へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

「お客さまに、当社の製品を安心してご使用いただく」ために、設計の早い段階から不

具合の未然防止に取り組んでいます。潜在的な故障・不具合の体系的な分析方法等

を用いて解析し、製品・部品を設計しています。特に設計上の変化点には注意を払

い、関連部門の力を集結し、製品の限界を超えた場合の事態まで予測した不具合発

生をなくすための論議を進め、安全・安心の品質を見極めて設計を進めています。 



お客さまの信頼を得て、持続的な成長を果たすためには、生産品質の向上は必要不可欠の条件です。生産品質を向上させると、安

定した生産が可能になるため、生産効率向上、標準化につながり、多品種、小ロットでも、お客さまの希望される納期どおりにお届け

することが可能になります。 

このため、調達から生産、物流までのものづくりの現場の各工程で起きた事実を起点に、当社グループと取引先さまが一丸となって真

因を究明、全員で解決にあたっており、この取り組みが生産・物流品質向上の鍵と考えています。 

拡大する海外の活動に対応することも視野に入れ、これからも生産品質向上に全員で取り組み、お客さまの安全・快適な生活を支え

る商品を提供していきます。 

生生生生産産産産品質向上品質向上品質向上品質向上へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ

製品品質の安定・向上は、いかに不良・不具合の予兆を見つけるか、そして、経験した不良・不具合の失敗を、次に活かせるかがポイ

ントとなります。ノーリツでは現在、予兆の発見活動として重要な寸法管理に加え、計測が難しい機能・性能ファクターを数値化し、定

期的な監視や、ばらつきを防ぐ生産方法の検証をおこなっています。 

また、不良・不具合に対して「なぜなぜ分析」を1つの方法として真因を解析・追及し、類似部品・類似加工等に横展開をおこなって再

発を防止しています。 

一方、過去の不具合事例や個人の知見・ノウハウを体系化し、全社で共有する手法；SSM（ストレス-ストレングスモデル）を導入し、不

良・不具合の再発防止、未然防止する活動を強力に進めています。 

このような活動はノーリツだけでなく、ノーリツグループ、協力会社を含め広範囲に展開して、品質向上に努めています。 

  2014年は、品質一般手法の「ばらつき」「QC七つ道具」「信頼性工学」、不具合解析手法の「なぜなぜ分析」「FMEA・DRBFM」など24

コースを32回、延べ489名に研修をおこないました。 

品質管理品質管理品質管理品質管理のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

お客さま（ビジネスパートナー、エンドユーザー）との接点機会が多い営業部は、日々の活動そのものがCSにつながる部門です。ノー

リツグループでは「個々の能力向上＝営業品質の向上」との考え方から人材教育を重要観点と捉え、従業員個人の営業品質向上を

目的とした「能力開発プログラム」を実施。2014年度は全14支店で研修会を230回開催し、1,600名が取り組みました。 

■ ■ ■ ■ 能力開能力開能力開能力開発発発発プログラムプログラムプログラムプログラム    

めざすべきめざすべきめざすべきめざすべき営営営営業品質業品質業品質業品質    

・ お客さまとの接点部門として、お客さまの期待に対し、期待値以上で応えることをめざす  

・ 顧客満足（CS）の最大化を、日々の営業活動を通じて実践する  

取取取取りりりり組組組組みみみみ事例事例事例事例    

・ 従業員個人の営業品質（＝知識・提案力・マナーなど）向上をめざし、人材教育（＝能力開発プログラム）を継続して実施中です  

・ 能力開発プログラムとは・・・ 

個人の能力開発に重点を置き、営業力（知識・現場力etc）向上を図る育成プログラムです（知識レベル確認 → レベルに応じた現

場教育を実施）  

 

今後今後今後今後のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

・ 学習した知識やスキルを業務で活かすために、現場ベースでの実践的な教育機会を設定していく  

営営営営業品質向上業品質向上業品質向上業品質向上へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ



・ 知識レベルや研修履歴などを一覧管理し、継続体系化していく  

物流システム部では、“お客さまに商品をタイムリーに適正なコストで丁寧にお届けする”をミッションとし、次のような取り組みに努め

ています。 

物流品質物流品質物流品質物流品質のののの向上向上向上向上

■■■■    適正納期適正納期適正納期適正納期対応対応対応対応    

パレットパレットパレットパレット活用活用活用活用・ダイヤ・ダイヤ・ダイヤ・ダイヤ運用運用運用運用    

工場・倉庫から商品を出荷時にパレットを活用し、トラックへの積込時間を短縮するとともにダイヤに基づいて運行しています。ま

た、配達店への到着時間を守るよう努めています。 

■■■■    在庫品質在庫品質在庫品質在庫品質のののの向上向上向上向上    

ストアストアストアストア改善改善改善改善    

先入れ先出しによる鮮度管理の徹底と、効率の良い倉庫の運用、出荷時の作業性の向上をめざし倉庫を改善しています。 

■■■■    配送品質配送品質配送品質配送品質のののの向上向上向上向上    

品質品質品質品質会会会会議議議議のののの定期開催定期開催定期開催定期開催    

年3回合同品質会議を実施。各現場での

取り組みや改善内容を発表し、事例や情

報の横展開をおこない、品質向上に取り

組んでいます。 

 

運送運送運送運送会会会会社社社社へのへのへのへの定期巡回定期巡回定期巡回定期巡回    

随時、運送会社のプラットホームの状況や荷扱いを訪問・視察し、問題点があれば

すぐに改善の検討を開始しています。意見交換もおこない、配送品質の向上に取

り組んでいます。 

出荷出荷出荷出荷拠拠拠拠点点点点のののの整備整備整備整備    

出荷拠点を集約し、全体の効率を上げるべく取り組んでいます。 

フォークリフトコンテストのフォークリフトコンテストのフォークリフトコンテストのフォークリフトコンテストの開催開催開催開催    

大型商品や異型商品の取り扱いが増えている中、コンテストを通じて、安全と物流

品質の向上をねらいとし、さらなる荷扱いの品質アップと、日々の出荷ダイヤ遵守

のため時間内での作業完了が求められていることを踏まえ、競技内容を決定して

います。 

積載率向上積載率向上積載率向上積載率向上へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

トラックの台数を削減してトラック不足を補うとともに、コスト低減・環境保全への貢

献をめざし取り組んでいます。 

人材人材人材人材教教教教育／改善提案育／改善提案育／改善提案育／改善提案強強強強化化化化    

常に改善を意識して、改善提案の提出を奨励しています。部門内で年間表彰を実施し、意識の向上も図っています。 

ノーリツグループでは、お客さまのお問い合わせやご意見を真摯に受けとめ、ものづくりや各種サービスに活かすことにより、お客さま

との信頼関係に向上につなげています。この為、お客さまと電話・FAX・メール・お手紙にて直接的に接点のあるコンタクトセンターにお

いては、特にお客さまサービス品質を左右する電話応対について、その品質向上に向けた以下の取り組みをしています。 

おおおお客客客客さまサービスさまサービスさまサービスさまサービス品質品質品質品質のののの向上向上向上向上

■■■■    電話電話電話電話応対応対応対応対技能資格取得技能資格取得技能資格取得技能資格取得    

公益財団法人日本電信電話ユーザー協会が認定している「電話応対技能検定（もしもし検定）」の資格取得を、会社として推奨し

ており、現在、指導者級含め多数の資格取得者が在籍しています。 

■■■■    電話電話電話電話応対応対応対応対研研研研修修修修のののの充充充充実実実実    



電話応対技能検定の資格取得者が講師となり、新人の電話応対者からベテランの電話応対者まで、そのレベルに合わせた電話

応対研修を、計画的に実施しています。 

■ ■ ■ ■ おおおお客客客客さまとのさまとのさまとのさまとの会会会会話話話話録録録録音音音音によるによるによるによる指導指導指導指導・・・・育成育成育成育成    

お客さまとの会話を録音することにより、適宜、応対内容の品質を確認するととも

に、定期的に、応対品質チェックをおこない、改善点のフィードバックをおこなってい

ます。 

■ ■ ■ ■ 電話電話電話電話応対応対応対応対コンクールへのコンクールへのコンクールへのコンクールへの積極積極積極積極参参参参加加加加    

公益財団法人日本電信電話ユーザー協会が毎年主催している電話応対コンクー

ルと企業電話応対コンテストに、多数の電話応対者が参加し、電話応対力を競っ

ております。都道府県代表が競う「電話応対コンクール全国大会」において、近年2

人の優秀賞受賞者を出しています。 

施工品質施工品質施工品質施工品質のののの向上向上向上向上

■ ■ ■ ■ 指定施工店認定制度指定施工店認定制度指定施工店認定制度指定施工店認定制度    

指定協力施工店の社員対象にマナー・安全に関する教育を実施し、その後、設置業務分野別に下記の認定研修を受講。修了後、受

講者には研修の種類が裏書された施工IDが発行されます。 

明石本社工場内の新エネルギー研修センターおよび東京研修センターにて認定研修（有料）を実施しています。 

・システムバス設置認定研修  

・システムキッチン設置認定研修  

・温水給湯器設置認定研修  

・温水システム設置認定研修  

■ ■ ■ ■ システムバスシステムバスシステムバスシステムバス設置登設置登設置登設置登録録録録店制度店制度店制度店制度    

お得意先さまのシステムバス自社設置の品質向上を図るために自社設置される店として登録して頂き、その後、実務者の方にシステ

ムバス設置認定研修を実施しています。 

・システムバス設置認定研修  

■ ■ ■ ■ 太陽熱太陽熱太陽熱太陽熱温温温温水水水水システム・システム・システム・システム・太陽光太陽光太陽光太陽光発発発発電電電電システムシステムシステムシステム施工認定施工認定施工認定施工認定研研研研修修修修    

太陽熱温水システム・太陽光発電システムの設置技術者を育成、認定技術者の設置

を条件に当社の太陽光発電システムを販売しています。また、明石本社工場内の新エ

ネルギー研修センターおよび東京研修センターにて認定研修（有料）を実施しており、

修了後、受講者にはPV施工IDが発行されます。 

アフターサービスアフターサービスアフターサービスアフターサービス品質品質品質品質のののの向上向上向上向上

ノーリツグループでは、自社修理受付の修理対応の品質向上として、「サービスマン認

定制度」と「サービスマン技能コンテスト」をおこなっています。 

「サービスマン認定制度」ではサービスに必要なノウハウの研修を受講し、合格した証

として「サービスマン認定証」を発行しています。 

また、サービスマンの技術、対応、提案力をレベルアップすることをめざす、「サービス

マン技能コンテスト」もおこなっています。 

2013年は関東・関西・中部・中四国・九州の各地区で予選をおこない、初めとなる全国

大会も開催しました。次回は2015年の予定です。 

一方、販売店さまへは、同じくアフターサービス品質向上をめざした研修として、「ノーリ

ツスクール」を開催しています。 
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環境環境環境環境

環境環境環境環境経営経営経営経営    製品製品製品製品をををを通通通通じたじたじたじた環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減    

「きれいな地球を次の世代へ」をスローガンに、グループ全

体で地球環境保全活動に取り組んでいます。 

「持続可能な社会」の実現に向け、環境技術・ものづくりを

通じてグループ全体で貢献しています。 

事業活動事業活動事業活動事業活動をををを通通通通じたじたじたじた環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減    生物多生物多生物多生物多様様様様性保全性保全性保全性保全    

CO2の排出量削減、省エネルギー活動、廃棄物の削減と

資源循環の推進、環境汚染の予防・防止に継続的に取り

組んでいます。 

将来に渡って「生態系サービス」と呼ばれる恩恵を受けら

れるよう、生物多様性を守る取り組みを進めています。 

環境保全活動環境保全活動環境保全活動環境保全活動データデータデータデータ    環境環境環境環境コミュニケーションコミュニケーションコミュニケーションコミュニケーション    

環境保全活動に取り組むと同時に、CO2排出量、エネルギ

ー使用量などの関連データを公開しています。 

環境ワークショップや廃棄物研修、eco検定など社内外で

さまざまな環境コミュニケーションをおこなっています。 

SDSSDSSDSSDS（安全（安全（安全（安全データシートデータシートデータシートデータシート））））    家電家電家電家電リサイクルのリサイクルのリサイクルのリサイクルの実実実実績績績績    

化学製品の性質を正しく理解し、安全な取り扱いや作業場

に注意表示していただくための取扱説明書をご準備してい

ます。 

再商品化等を実施した状況を、特定家庭機器再商品化法

（家電リサイクル法）に基づき公開しています。 

家庭家庭家庭家庭でのでのでのでのCOCOCOCO2222がががが分分分分かりますかりますかりますかります（環境家計簿）（環境家計簿）（環境家計簿）（環境家計簿）    第三者第三者第三者第三者検検検検証証証証    

家庭で使用するエネルギーから排出されるCO2、樹木が吸

収してくれる汚染ガス量と樹木数が計算できるweb家計簿

です。ご自由にお使いください。 

2013年度の温室効果ガスの排出量の正確性について第

三者検証を受けています。 
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SDS（安全データシート）  

家電リサイクルの実績  

家庭でのCO2が分かります（環
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編集方針  

環境環境環境環境経営経営経営経営

環境理念環境理念環境理念環境理念・・・・環境基本方針環境基本方針環境基本方針環境基本方針    年間年間年間年間COCOCOCO2222排出量排出量排出量排出量    

重重重重点点点点課題課題課題課題    エコ・ファーストのエコ・ファーストのエコ・ファーストのエコ・ファーストの約束約束約束約束    

環境環境環境環境会会会会計（計（計（計（ノーリツノーリツノーリツノーリツ独独独独自）自）自）自）    環境環境環境環境経営経営経営経営推進体制推進体制推進体制推進体制    

環境管理環境管理環境管理環境管理システムのシステムのシステムのシステムの構築構築構築構築    リスクマネジメントリスクマネジメントリスクマネジメントリスクマネジメント    

環境理念環境理念環境理念環境理念・・・・環境基本方針環境基本方針環境基本方針環境基本方針

私たちは「きれいな地球を次の世代へ」をスローガンに、環境管理システムを構築し、環境負荷低減をはじめとした具体的な計画をも

とに、ノーリツグループ全体で地球環境保全活動に積極的に取り組んでいます。 

私たちは、良き企業市民として循環型社会の実現をめざし、あらゆる企業活動において地球環境保全に積極的に取り組みます。 

1.1.1.1. 環境管理環境管理環境管理環境管理システムのシステムのシステムのシステムの構築 構築 構築 構築 

環境管理システムを構築し、継続的改善を図ることで社会責任を果たします。  

2.2.2.2. 製品製品製品製品およびおよびおよびおよび事業活動事業活動事業活動事業活動においてにおいてにおいてにおいて環境負荷低減 環境負荷低減 環境負荷低減 環境負荷低減 

製品および事業活動において、環境へ配慮し、地球温暖化の防止、省資源、有害物質・廃棄物削減・生物多様性の保全な

ど、環境負荷の低減をおこない、循環型社会の実現に貢献します。  

3.3.3.3. 環境環境環境環境リスクのリスクのリスクのリスクの低減 低減 低減 低減 

環境関連法規類の遵守はもとより、企業として社会的責任を自覚した自主基準を設け、環境リスクの低減、汚染の予防に努め

ます。  

4.4.4.4. 環境環境環境環境コミュニケーションをコミュニケーションをコミュニケーションをコミュニケーションを通通通通したしたしたした環境保全活動環境保全活動環境保全活動環境保全活動のののの推進 推進 推進 推進 

環境教育を通じて一人ひとりの環境意識の向上を図り、地球環境問題の深刻化を認識するとともに良き企業市民として社会・

地球における環境保全活動を実施していきます。  

 ノーリツグループは、約3.7万tonの資源と各種エネルギーを投入し、ライフサイクルを通して約1,260万tonのCO2を排出しています。こ

れは日本全体のCO2排出量約13.95億ton※に対して約1％を占めていることになります。 

年間年間年間年間COCOCOCO2222排出量排出量排出量排出量
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■■■■    「「「「エコ・ファーストのエコ・ファーストのエコ・ファーストのエコ・ファーストの約束」約束」約束」約束」をををを策定策定策定策定    

ノーリツグループは、「企業の成長」と「環境推進」の両立をめざした「エコ・ファーストの約束」を策定しています。 

 

重重重重点点点点課題課題課題課題

エコ・ファーストのエコ・ファーストのエコ・ファーストのエコ・ファーストの約束約束約束約束    

環境環境環境環境会会会会計（計（計（計（ノーリツノーリツノーリツノーリツ独独独独自）自）自）自）

■■■■    説説説説明明明明    

ノーリツでは、「エコ・ファーストの約束」に関連する項目を、経済的側面からも測定しています。「製品を通じて低炭素社会の構築～」

ではお客さまの使用時における経済削減効果、「事業活動を通じて低炭素社会の構築～」では各エネルギー使用の経済削減効果、

「資源循環型社会の構築～」では廃棄物処理費用の経済削減効果を測定しています。これらの効果を測定することにより、お客さま

のより豊かな暮しやノーリツグループの経営基盤の強化へと繋げていく考えです。 

■■■■    環境環境環境環境会会会会計計計計    経済効経済効経済効経済効果果果果    

製品製品製品製品のののの環境配慮環境配慮環境配慮環境配慮によるによるによるによる経済効経済効経済効経済効果果果果はははは約約約約79797979億億億億円円円円    

2014年販売の高効率温水機器（潜熱回収型等）、創エネルギー機器（太陽熱利用機器、太陽光発電システム等）の環境配慮商品を

使用することで、お客さまが得られた経済効果（節約額）は、約79億円になりました（対2000年）。お客さまの使用をモデル化した推定

による算出結果です。 

※計算根拠（2014年11月時点データ） 

2000年と2014年の各製品群を代表する機種の平均熱効率を基にその差による1年間の燃料代の節約額と販売台数から算出 



ガス料金：東京ガス株式会社 一般契約料金B表 

       基本料金：\1,026円／月、基準単位料金：\154.18／m
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電気料金：東京電力株式会社 従量電灯B プレーカー容量50A 

       基本料金：\1,404／月、基準単位料金：\25.91円／kWh 

灯油料金：資源エネルギー庁 

       全国平均配達価格 ：\110.67／L（2014年11月10日） 

※発熱量 

都市ガス：12.5kWh／m

3

 

灯油   ：10.19kWh／L 

■ CO■ CO■ CO■ CO2222削減（削減（削減（削減（エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー削減）削減）削減）削減）    

事業活動を通じたCO2削減（エネルギー削減）においては、CO2削減量の目標値だけでなく、エネルギー削減によるエネルギーコスト

についても指標を設けて経済的効果についても測定し、把握しています。 

2011年以降は、エネルギー単価の急騰により、コストは年々増加しており、2014年度もエネルギー使用量は削減したものの、コストは

大幅に増加しました。エネルギーコストの経営への影響は、今後も非常に大きくなるため、エネルギーコストの削減＝利益の創出とい

う観点で取り組んでいきます。 

 
原油換算：各種エネルギーを共通の単位を用いて比較するため、原油量に換算すること。 

原油換算値（kL）＝使用量[○]×各エネルギーの単位発熱量[GJ／○]×0.0258（原油換算係数[kL／GJ]） 

 

■■■■    廃廃廃廃棄物削減棄物削減棄物削減棄物削減    

国内の生産活動に伴い発生する廃棄物の排出量について、ノーリツグループでは「エコ・ファーストの約束4」で、「事業所外に排出す

る量を2016年までに60％以上削減すること」をめざすと宣言しています。この宣言に基づいて日々努力を重ねています。 

廃棄物の排出量を減らし、資源循環型社会への貢献を進めていく中で、処理費用の削減という効果も出てきます。費用面での効果と

して、2014年は、廃棄物排出量としては2013年より508ton削減できましたが、処理費用は2013年と同レベルでした。処理単価の低い

廃棄物が削減でき、処理単価の高い廃棄物の削減が進まなかったためです。2015年は廃棄物の分析を進め、適正な処理をおこない

ながら処理費用削減を検討していきます。 

 

環境環境環境環境経営経営経営経営推進体制推進体制推進体制推進体制

ノーリツグループにおける環境保全活動の重要実施計画は、社長が主催す

る「CSR委員会」で審議・決定されます。ここで決定された「エコ・ファーストの

約束」は、各執行部門の課題に落とし込まれ、活動の結果がフィードバックさ

れる仕組みになっています。また、執行部門をまたがる個々の重要な課題に

対しては、CSR・環境推進室が中心となって、グループ会社も入り、環境会議

やワーキンググループを設けてPDCAサイクルを回しています。 

 

環境会議 



ノーリツは、グループ全体の環境管理システム(EMS)を構築し、PDCAを繰り返し回すことで環境先進企業としての体質強化を図って

います。 

環境管理環境管理環境管理環境管理システムのシステムのシステムのシステムの構築構築構築構築

■■■■    ノーリツグループのノーリツグループのノーリツグループのノーリツグループの環境管理環境管理環境管理環境管理システムのシステムのシステムのシステムの認証取得認証取得認証取得認証取得状状状状況（況（況（況（2015201520152015年年年年3333月末時月末時月末時月末時点点点点））））    

ISO14001ISO14001ISO14001ISO14001    （（（（ノーリツノーリツノーリツノーリツ））））    

生生生生産産産産事業所事業所事業所事業所

NAM事業所 1997年 3月

加古川事業所 1999年 6月

明石事業所 2000年 3月

事務系事務系事務系事務系
ノーリツ本社 2015年 3月

西新町事業所 2004年 4月

ISO14001ISO14001ISO14001ISO14001    （（（（グループグループグループグループ会会会会社）社）社）社）    

生生生生産産産産事業所事業所事業所事業所    

（（（（国内国内国内国内））））

信和工業(株) 2000年 3月

第一電子産業(株) 2000年 3月

(株)アールビー神立工場 2001年 2月

(株)アールビーつくば事業所 1999年 6月

(株)ハーマン 1999年 11月

(株)多田スミス 2002年 1月

関東産業(株)前橋事業所 2004年 11月

大成工業(株)本社工場 2004年 2月

大成工業(株)播磨第二工場 1999年 11月

大成工業(株)播磨第三工場 2006年 12月

大成工業(株)稲美工場 2004年 2月

(株)エスコアハーツ 2010年 10月

生生生生産産産産事業所事業所事業所事業所    

（海外）（海外）（海外）（海外）

能率(中国)投資有限公司 2010年 3月

能率(上海)住宅設備有限公司 2010年 3月

東莞大新能率電子有限公司 2007年 3月

櫻花衛厨(中国)股份有限公司 2008年 6月

佛山市櫻順衛厨用品有限公司 2014年 5月

■■■■    内内内内部環境監部環境監部環境監部環境監査査査査員講習員講習員講習員講習会会会会    

ノーリツグループでは、社内外の内部環境監査員講習会の受講により内部環境監

査員の資格を取得しています。 

現在、515名の内部環境監査員が、環境改善に関する知識をもって内部監査にあた

っています。 

2014年度は2回実施し、45名が新監査員として登録しました。 

2014年4月中国の東莞大新能率電子有限公司で、日本人社内講師による講習会をおこない、15名を新監査員として登録しました。 

登録された新監査員は、今後環境管理システムを運用していくうえで中心的な役割を果たしていきます。 

 

■■■■    内内内内部環境監部環境監部環境監部環境監査査査査、、、、マネジメントレビューマネジメントレビューマネジメントレビューマネジメントレビュー、外部認証機、外部認証機、外部認証機、外部認証機関関関関によるによるによるによる審審審審査査査査、、、、実実実実施施施施状状状状況況況況    

ノーリツグループでは、毎年内部環境監査員による環境監査を実施し、マネジメントレビューを経て外部認証機関による審査を受けて

います。指摘された不適合、改善事項は速やかに是正し、継続的な改善に取り組んでいます。 

 

■■■■    緊急事態緊急事態緊急事態緊急事態へのへのへのへの準備準備準備準備およびおよびおよびおよび対応対応対応対応    

環境に著しい影響、または有害な影響を及ぼすおそれのある潜在的な緊急事態に



 

は、どのようなことが起こり得るかを明らかにし、そうした事態が発生した場合の対応

手順を予め作成し、定期的に訓練をおこなっています。 

地域の土壌・水域・大気を汚さないよう油漏れ・化学物質の流出防止、火災発生を想

定した人命救助など多岐にわたる準備・訓練を実施しています。 

■■■■    環境環境環境環境汚汚汚汚染防止染防止染防止染防止    

ノーリツグループは、環境汚染の防止については、環境関連法規制および関連基準を遵守しており、ISO14001に基づいた遵守評価も

実施し、環境リスクの低減、環境汚染の予防に努めています。 

当社グループは主な環境汚染リスクを、以下の7項目に定義しています。 

2014年は、環境リスクについて「チェックリスト」を作成し、運用を開始しました。セルフチェックの結果より、問題点を把握していきま

す。また、国内生産事業所の「廃棄物処理フロー」を作成し、廃棄物の流れを見える化しています。 

 「地球温暖化（CO2の排出）」については、生産事業所のエネルギーの使用状況を詳細に調査し、見える化することにより、今後の

CO2削減対策に活用していきます。 

リスクマネジメントリスクマネジメントリスクマネジメントリスクマネジメント

「有害物質の流出」「土壌汚染」「水質汚濁」「大気汚染」「騒音・振動」 

「廃棄物の不適正処理・違法投棄・越境異動」「地球温暖化（CO2の排出）」
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製品製品製品製品をををを通通通通じたじたじたじた環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減

製品製品製品製品・サービスの・サービスの・サービスの・サービスの環境配慮環境配慮環境配慮環境配慮 製品製品製品製品のののの省省省省エネルギー・エネルギー・エネルギー・エネルギー・地球地球地球地球温温温温暖化防止暖化防止暖化防止暖化防止

製品製品製品製品・・・・包包包包装装装装におけるにおけるにおけるにおける資源資源資源資源のののの有有有有効効効効利用利用利用利用 製品製品製品製品のののの環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減とサプライチェーンとサプライチェーンとサプライチェーンとサプライチェーン

海外海外海外海外でのでのでのでの省省省省エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー機器機器機器機器    
 

製品製品製品製品・サービスの・サービスの・サービスの・サービスの環境配慮環境配慮環境配慮環境配慮

地球規模での環境問題がますます深刻化し続けている中で、

日本では、2011年に発生した東日本大震災・福島第一原子力

発電所の事故を受けて、化石燃料による電力確保を優先すべ

き事態にもなっており、温室効果ガス削減目標と現実とのギャッ

プがますます拡大しています。 

ノーリツグループは、「持続可能な社会」の実現に向け、その三

要素である「低炭素社会」、「循環型社会」、「自然共生社会」の

構築に、環境技術・ものづくりを通じて貢献しています。そのた

めに、「地球温暖化の防止」「資源の有効利用」「環境汚染の予

防」の3つの視点を軸に、製品ライフサイクルのすべてのステー

ジで環境負荷を低減した製品づくりを推進します。 

■■■■    製品製品製品製品ライフサイクルでのライフサイクルでのライフサイクルでのライフサイクルでの環境配慮環境配慮環境配慮環境配慮    

当社では、ライフサイクル全体での環境負荷総量を可能な限り

小さくし、機能や経済性などすべてに満足していただける商品を

お届けできるよう、技術開発や商品の企画・設計段階から製品

を廃棄する段階まで、製品の一生を考えて全体最適に取り組ん

でいます。 

1つの環境性能の向上がコベネフィット（相乗便益）を生み出せ

ば問題ありませんが、トレードオフの関係になる場合も多く、社

会状況で優先度も刻々と変化するため、ライフサイクルにわた

る各環境性能の総合的な評価結果に基づき、いかに重み付け

をおこなって判断するかがさらに重要になっています。 



・当社では、LCA評価により、従来製品と比較した相対的な環境負荷の改善を把握することを目的としているため、評価結果は指数で

表示しています。また、使用期間10年のライフサイクル全体で捉えると、CO2はtonレベル、NOx・SOxはkgレベルで排出されますので、

CO2では従来製品を1000、NOx・SOxでは従来製品を1とした指数で表示しています。 

・使用段階での環境負荷は、当社LCA評価基準に定めたモデルによる10年間の試算結果です。（東京地区、世帯人数は全国平均想

定） 

・酸性化負荷は、LCA国家プロジェクト（独）産業技術総合研究所ライフサイクルアセスメント研究センターが開発した手法「LIME2」に

基づき、0.72×NOx+ SOxで統合化（SO2換算）しています。 

製品製品製品製品のののの省省省省エネルギー・エネルギー・エネルギー・エネルギー・地球地球地球地球温温温温暖化防止暖化防止暖化防止暖化防止

■ ■ ■ ■ 製品製品製品製品によるによるによるによるCOCOCOCO2222排出量排出量排出量排出量のののの削減（削減（削減（削減（温温温温水機器水機器水機器水機器・・・・太陽太陽太陽太陽エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー利用機器）利用機器）利用機器）利用機器）    

ノーリツグループの設備機器がそのライフサイクルで排出する温室効果ガス（CO2）は、大部分が使用段階から排出されます。ノーリツ

グループでは、低炭素社会の構築に向け、お客さまの快適性・利便性を損なうことなく、各世帯の住まい方の実情に合わせた温暖化

対策と節電・ピーク電力対策に貢献する多様な設備機器を提供できるよう、高効率温水機器のラインナップの拡充と更なる性能向上

に取り組むとともに、再生可能エネルギー利用機器（太陽熱利用システム）等の商品開発に取り組んでいます。 

高高高高効効効効率率率率温温温温水機器水機器水機器水機器でででで省省省省エネ・エネ・エネ・エネ・COCOCOCO2222削減（例）削減（例）削減（例）削減（例）    

ハイブリッドハイブリッドハイブリッドハイブリッド給湯給湯給湯給湯・・・・暖房暖房暖房暖房システムシステムシステムシステム    

温水機器分野では、2014年も積極的に潜熱回収型温水機器のラインナップの拡充をおこない、拡販に努めてきました。また、給湯一

次エネルギー効率がトップレベルの125％※を実現した戸建住宅用「ハイブリッド給湯・暖房システム」を2013年に発売しました。業界で

初めて「ノンフロン冷媒」を採用し、ヒートポンプ技術を使用した空気の熱と高効率ガス給湯器のガスエネルギーを利用することで、エ

ネルギー効率を高め、CO2排出量削減に貢献する商品です。 

※給湯使用による効率（暖房使用は除く）「住宅事業建築主の判断基準」6地域の条件を参考に当社調べ。 

 

 



太陽太陽太陽太陽エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー利用利用利用利用でででで創創創創エネルギー・エネルギー・エネルギー・エネルギー・COCOCOCO2222排出量削減（例）排出量削減（例）排出量削減（例）排出量削減（例）    

■ CO■ CO■ CO■ CO2222・・・・省省省省エネエネエネエネ情報情報情報情報のののの「見「見「見「見えるえるえるえる化」化」化」化」とととと運運運運転転転転制御制御制御制御によるによるによるによる省省省省エネエネエネエネ（（（（温温温温水機器水機器水機器水機器・・・・太陽太陽太陽太陽エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー利用機器）利用機器）利用機器）利用機器）    

省省省省エネナビゲーションエネナビゲーションエネナビゲーションエネナビゲーション機能搭載（例）機能搭載（例）機能搭載（例）機能搭載（例）    

省省省省エネモードエネモードエネモードエネモード機能搭載（例）機能搭載（例）機能搭載（例）機能搭載（例）    

 

 

家庭から排出されるCO2の削減は、我慢の省エネではなく、持続可能な対策が不可欠です。メーカーとして、機器の省エネ性能向上

に最優先で取り組むとともに、お客さまが十分だと感じていただける範囲で稼動し、必要以上のエネルギー使用を抑えることも大切で

す。 

ノーリツグループでは、お客さまが、無理なく・楽しく・自然に、省エネに配慮した使い方をされ、その削減状況を確認していただけるよ

う、各種のナビゲーション機能を搭載したリモコンと対応機種のラインナップ拡大を図っています。お客さまが能動的に設定できる各種

の省エネ運転モードの搭載も進め、運用面での省エネ・CO2削減行動をサポートします。 

 

ノーリツグループでは、お客さまに情報を提供する際の、分かりや

すさ・丁寧さ・確認のしやすさ・即時性などを考慮し、ナビゲーショ

ン機能の改善を進めています。家庭内のエネルギー使用量（ガス

／灯油・水・電気）をお客さまに大きな費用負担をお掛けすること

なく「見える化」し、お客さまの省エネ意識の醸成と省エネ行動を

支援するよう取り組んでいきます。 

「省エネナビゲーション表示」 

日間・月間・年間単位で、エネルギー使用量・使用料金を数

値・グラフで表示 

ガスの使用量比較 

（対前年/前月） 

昨日の光熱費表示 

 

グラフによる消費電力表示例 

 

・エコスイッチ・オンで、以下の省エネモードに設定されます。 

※機種により、機能の一部がないものがあります。 

・・・・給湯運給湯運給湯運給湯運転転転転 

 出湯量を制限（8L／10L／12L／制限無） 

 （量はお好みで設定できます） 



■■■■    待機時消費電力待機時消費電力待機時消費電力待機時消費電力のののの削減削減削減削減    

■■■■    製品製品製品製品によるによるによるによるCOCOCOCO2222排出量排出量排出量排出量のののの削減例（削減例（削減例（削減例（バスルームバスルームバスルームバスルーム））））    

■ ■ ■ ■ 製品製品製品製品によるによるによるによるCOCOCOCO2222排出量排出量排出量排出量のののの削減例（削減例（削減例（削減例（キッチンキッチンキッチンキッチン））））    

・ふろ・ふろ・ふろ・ふろ自動保自動保自動保自動保温温温温運運運運転転転転 

 ふろ設定温度の-1℃で保温 

・・・・床暖房運床暖房運床暖房運床暖房運転転転転 

 床暖房の温水を通常より-5℃で運転 

・・・・給湯運給湯運給湯運給湯運転転転転 

 設定温度の-1℃で出湯 

・ふろ・ふろ・ふろ・ふろ自動自動自動自動おおおお湯湯湯湯はりはりはりはり 

 設定水位より若干少ない湯量で自動ストップ 

 全自動タイプ ： 約-1cm 

 自 動タイプ ： 約-10L 

・・・・最適最適最適最適ふろふろふろふろ自動自動自動自動 

 通常の自動保温運転よりも少し長めの間隔で追いだき 

 

温水機器は、安全監視・制御・通信などの機能上、待機時消費

電力が不可欠ですが、ノーリツグループでは早くから待機時消費

電力の削減に取り組み、業界自主基準（2008年度目標）達成は

もちろん、更なる低減に向けて取り組んでいます。 

現在では、販売製品1台当たりの年間待機時消費電力量（加重

平均）は、2000年度に対し50％削減しています。中には90％を上

回って削減した製品もあります。 

 

ノーリツグループでは、お客さまの快適性・利便性を追求し、か

つ、エネルギー使用の削減に寄与する製品をお届けするよう、

「環境と人」をテーマに技術開発と商品設計に取り組んでいま

す。 

 

断熱壁 

 

断熱床 

 

断熱天井 
断熱浴槽＋断熱ふろフタ 

ノーリツグループでは、お客さまの快適性・安全性を追求し、システムキッチンや調理機器（コンロ・食洗機・等）、洗面化粧台の機

能・デザイン・操作性等の向上に努めるとともに、省エネ・節水に配慮し、エネルギー使用の削減に寄与する製品をお届けするた

めに、技術開発と商品設計に取り組んでいます。 

節水節水節水節水・・・・節湯水栓節湯水栓節湯水栓節湯水栓のののの採用採用採用採用    

・「手元止水＋小流量」対応の「タッチ式グーネスネック水栓

＊」を採用 

高高高高効効効効率率率率ガスガスガスガス調理機器調理機器調理機器調理機器のののの搭載搭載搭載搭載    

・高効率ガスビルトインコンロ 

S-Blinkシリーズ、i-SELECTシリーズ、他 

 

節水型食器洗節水型食器洗節水型食器洗節水型食器洗いいいい乾燥機乾燥機乾燥機乾燥機のののの搭載搭載搭載搭載    

・節水型スライド式食器洗い乾燥機 

FB4515シリーズ（食洗機ありプラン：標準仕様） 

 



■ ■ ■ ■ 製品製品製品製品によるによるによるによるCOCOCOCO2222排出量排出量排出量排出量のののの削減例（洗面化粧台）削減例（洗面化粧台）削減例（洗面化粧台）削減例（洗面化粧台）    

 

 

 

   

 

 

 

製品製品製品製品・・・・包包包包装装装装におけるにおけるにおけるにおける資源資源資源資源のののの有有有有効効効効利用利用利用利用

持続可能な資源循環を実現し、循環型社会を構築するために

は、社会全体での最適化を図るよう取り組まなければなりませ

ん。 省資源化設計（小型・軽量化）は、低炭素社会や自然共生

社会の構築にも間接的に貢献する最もコベネフィット（相乗便

益）を生み出しやすい取り組みの一つですが、自社の事業範囲

だけでなく上下流のサプライチェーンを見据え、資源利用全体

の実像を考慮して取り組む必要があります。 

一方、再生材（再生資源）の利用等の取り組みは、それ以上の

総合的な判断が不可欠であり、ライフサイクル全体での評価に

基づいた広範囲な視点で、自社製品が廃棄された後の再資源

化と再生資源の利用の推進に取り組む必要があります。 



ノーリツグループの製品は、長寿命と高い安全性が要求される

住宅設備機器が中心であることから、実効性を検証しつつ、ス

テップ・バイ・ステップで製品の3R対応設計を推進しています。 

また、製品の包装材においても、リターナブル包装等の3R対応

を推進しています。 

■■■■    リターナブルリターナブルリターナブルリターナブル包包包包装装装装（（（（温温温温水機器）水機器）水機器）水機器）    

ガスガスガスガス温温温温水機器水機器水機器水機器    

ガス温水機器では、2002年からリターナブル包装を導入しました。これは、包装設計と各種試験により適正形状を追求することで、衝

撃吸収性と回収輸送性を両立した薄肉の樹脂成形部材（上下トレイ）を開発することに成功し、従来の段ボールと緩衝材を代替したも

のです。 販売・施工会社様のご協力により、施工現場より上下トレイ（および一部機種のフロント保護材）を回収して再使用（リユース）

しています。 

現在、一部ハウスメーカーさま・ガス会社さま向けに使用しており、2013年までは毎年着実に増加していました。2014年のリターナブル

包装製品の出荷台数は、2005年比では約7.2倍となり、2013年より出荷台数は減少しました。消費税の税率アップ等の影響による需

要の減退によるものです。 ガスふろ給湯暖房機では2014年の出荷台数全体の約13.6％がリターナブル包装になっています。 今後も

採用拡大に向け取り組んでいきます。 

 

■ ■ ■ ■ 製品製品製品製品におけるにおけるにおけるにおける環境負荷物質低減環境負荷物質低減環境負荷物質低減環境負荷物質低減のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

製品製品製品製品のののの環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減とサプライチェーンとサプライチェーンとサプライチェーンとサプライチェーン

当社グループは、化学物質管理システムの構築と情報開示、化学物質監査等による

グリーンサプライチェーンの強化に取り組んでいます。 

製品における有害物質低減については、「ノーリツグループ環境負荷物質管理指針」

※1に基づいて化学物質の管理をおこない、有害物質対応商品（GP対応商品）※2の開

発に取り組むことにより、その販売構成比の拡大を図っています。 

この取り組みは、取引先だけでなく、購買・設計・製造・営業といった当社の事業活動を

含めたサプライチェーン全体で推進しています。2014年は、「ノーリツグループ環境負

荷物質管理指針」の見直しを開始しました。また、それに沿って化学物質管理の整備

のためにワーキンググループを発足させて、業務フロー、情報開示方法等を検討して

います。 

2015年は、これを推し進めて「ノーリツグループ環境負荷物質管理指針」の改訂と、こ

の指針に基づいた化学物質管理を行なっていきます。  

※1 ノーリツグループ環境負荷物質管理指針：2005年2月に制定。

※2 有害物質対応商品＝GP対応商品：RoHS指令※3対象6物質に当社独自の13物質



を加えた19物質を基準濃度以下にした商品。温水機器、厨房機器、ソーラー機

器、暖房機器、コージェネレーション機器が対象。

※3 RoHS 指令：電気・電子機器に含まれる特定の化学物質の使用を禁止するEU（欧

州連合）の指令。2006年7月施行。対象物質は、鉛、水銀、カドミウム、六価クロ

ム、特定臭素系難燃剤2種。温水機器、厨房機器は当社グループにおける自主的

な取り組み。

■■■■    有害物質低減有害物質低減有害物質低減有害物質低減のののの具体例具体例具体例具体例    

物質物質物質物質のののの低減箇所（低減箇所（低減箇所（低減箇所（ガスふろガスふろガスふろガスふろ給湯暖房機給湯暖房機給湯暖房機給湯暖房機のののの例）例）例）例）    

 

物質名物質名物質名物質名およびおよびおよびおよび低減方法低減方法低減方法低減方法    

 

鉛フリーはんだ、鉛フリー電線、鉛フリーの材料等を採

用することで低減しています。 

 

黄銅材料は低カドミウム材に変更しています。 

 

メッキ鋼板やねじのメッキは、三価クロム系へのメッキ

液の置き換えを主体に、六価クロムフリーメッキに置き

換えています。 

 

省エネ意識が高まっている米国・カナダ市場では、従来の貯湯タンク式から、湯切れの心配がなく熱効率の高いタンクレス（瞬間式）

給湯器の需要が拡大しています。 

省資源でエネルギー効率の高いタンクレス給湯器に切り替えることにより、CO2の削減と光熱費の節約につながることをお客さまに的

確にお伝えし、国内で培った技術力を強みに展開しています。 

海外海外海外海外でのでのでのでの省省省省エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー機器機器機器機器
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環境環境環境環境にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした生生生生産産産産活動活動活動活動    省省省省エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー（地球（地球（地球（地球温温温温暖化暖化暖化暖化のののの防止）防止）防止）防止）    

太陽光太陽光太陽光太陽光発発発発電電電電システムシステムシステムシステム設置設置設置設置    物流分野物流分野物流分野物流分野でのでのでのでのCOCOCOCO2222削減削減削減削減のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

資源資源資源資源のののの有有有有効効効効活用活用活用活用    
 

ノーリツグループは国内生産事業所を中心に、地球温暖化の原因となるCO2の排出量削減、省エネルギー活動や廃棄物の削減と資

源循環の推進、環境汚染の予防・防止に、継続的に取り組んでいます。 

また流通においても輸送の効率化を図り、CO2排出量の削減に取り組んでいます。

環境環境環境環境にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした生生生生産産産産活動活動活動活動

省省省省エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー（地球（地球（地球（地球温温温温暖化暖化暖化暖化のののの防止）防止）防止）防止）

ノーリツグループでは、CO2排出量削減・省エネルギ

ーを推進するために、グループ会社、関係部門で構成

する「環境会議」を年に4回開催し、環境活動計画を策

定して、具体的な活動を展開しています。 

■ PV■ PV■ PV■ PV設置設置設置設置状状状状況一況一況一況一覧覧覧覧

太陽光太陽光太陽光太陽光発発発発電電電電システムシステムシステムシステム設置設置設置設置
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貨物輸送によって排出されるCO2の削減も重要な取り組み課題です。当社は、省エネ法の「特定荷主」（貨物輸送量3,000万トンキロ以

上／年）に該当し、省エネ法対応に加えて、輸送でのエネルギー削減・CO2排出量削減に、委託貨物運送業者と協力して取り組んで

います。 

2014年度のCO2排出量は、2013年度と比べて3％増加しましたが原単位では2％改善しました。更なる輸送の合理化・効率化を進める

ため、以下3点の取り組みを継続して進めていきます。 

物流分野物流分野物流分野物流分野でのでのでのでのCOCOCOCO2222削減削減削減削減のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ

■■■■    エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー削減削減削減削減・・・・COCOCOCO2222排出量削減排出量削減排出量削減排出量削減のののの対対対対策策策策    

(1) トラックの大型化：商品納入時のロットを大きくするため、10ton車から15tonトレーラ車に置き換えることにより、積載量当たりの使

用燃料の削減を図っています。2007年以降、順次変更を進めており、現在は8台のトレーラ車を運行しています。 

(2) 貸切便の積載効率向上：幹線の輸送には貸切便を使用しており、積載効率を向上する改善をおこない、輸送の効率化を図ってい

ます。 

(3) モーダルシフト：2009年からは、九州や北海道などへの長距離輸送の貨物便について、JR貨物、フェリーを活用するモーダルシフ

トを一部実施しており、効果を上げています。 

 

資源資源資源資源のののの有有有有効効効効活用活用活用活用

■ ■ ■ ■ 廃廃廃廃給湯器給湯器給湯器給湯器のリサイクルへののリサイクルへののリサイクルへののリサイクルへの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

ノーリツグループでは、地球資源を利用して金属機械を生産する給湯器製造メーカーとして、廃給湯器を直接回収し、単一金属素材

等に分解し資源循環につなげるリサイクルへの取り組みを推進しています。 

この取り組みはグループ会社である株式会社エスコアハーツがおこなっており、2014年に回収した廃給湯器は、29,051台、重量換算

で755tonとなりました。これらを、鉄および銅・アルミ・ステンレスなどの非鉄金属素材等に分解し、再資源化に努めています。 

この給湯器リサイクル事業は、給湯器の販売・取替をおこなう販売店さまや社会福祉事業所さまと協力しておこなっており、社会的な

課題である障がい者の就労機会創出にも繋がっています。販売店さまには取替後に不要となった給湯器を古物として提供いただき、

社会福祉事業所さまには廃給湯器の分解・分別を委託し、エスコアハーツは収集運搬や素材売却をおこなう三位一体の取り組みで



す。 

2013年12月に株式会社リハーツ（エスコアハーツ100％出資会社）を設立し、廃給湯器および分解素材の収集運搬や金属素材等の売

却の機能を移管し、2014年4月から事業運営を開始しました。 

人に笑顔 ＜障がい者自立支援＞ プロジェクトはこちら 

■ ■ ■ ■ ゼロエミッションゼロエミッションゼロエミッションゼロエミッション    

ノーリツグループでは、国内生産事業所および海外生産事業所（櫻花衛厨（中国)股份有限公司は除く）にて、リサイクル率99%以上を

目標とするゼロエミッションを2014年以降も継続しています。 

ノーリツグループ・ゼロエミッション定義: 廃棄物の全発生量（全重量）のリサイクル率が99％以上となった月を3か月以上継続し、今後

も継続可能と判断した状態をゼロエミッションの達成とします。 
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■ ■ ■ ■ 生物多生物多生物多生物多様様様様性保全性保全性保全性保全のののの考考考考ええええ方方方方    

私たちの生活は、地球から、生態系サービスと言われる多くの恵みを受けて成り立っています。その生態系サービスの土台となるの

が生物多様性です。この土台を守り、将来にわたって生態系サービスを享受していくためには、社会を構成する私たちが、連携して生

物多様性を守っていく必要があります。事業者も市民も社会の一員として、この役割を担っていくことが重要と考え、ノーリツグループ

全体で継続してこの取り組みを推進し、持続社会の構築に貢献していきます。 

■■■■    生物多生物多生物多生物多様様様様性保全性保全性保全性保全へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

当社グループは、生物多様性保全の観点から、地球環境に与える負荷を可能な限り低減できるように、4つの取り組みと生物多様性

保全教育を実施しています。 

  

  

  

  

  

企業情報 

トップメッセージ  

企業理念・ビジョン  

企業データ  

沿革  

企業姿勢・規範  

ノーリツグループ行動基準  

コーポレート・ガバナンス  

調達活動  

企業スポーツ活動  

ノーリツチャンネル 

株主・投資家向け情報 

IRニュース  

トップメッセージ  

個人投資家、株主の皆様へ  

経営方針  

業績・財務データ  

IRライブラリー  

株主情報  

IRイベント  

電子公告  

よくあるご質問  

免責事項  

CSRの取り組み 

トップメッセージ  

ノーリツグループのCSR    

国連グローバルコンパクト  

エコ・ファーストの約束  

３つの笑顔プロジェクト  

CSRトピックス  

品質  

環境  

社会  

ガバナンス  

第三者意見  

国際的イニシアティブとの整合  

報告書一覧  

編集方針  

採用情報 

お問い合わせ窓口一覧 

製品に関する大切なお知らせ 

製品を安全に、正しくお使い 

いただくために  

長期使用製品に関する制度 

などについて  

グループ会社の製品に関する 

ご連絡、ご注意  

その他、製品に関するご連絡、 

ご注意  

 サイト内検索

Copyright © 2015 NORITZ Corporation. All Rights Reserved. 
ご不明な点などございましたら  

お気軽にお問い合わせください。



 

    サイト内検索

     

企業情報トップ CSRの取り組み 環境 環境保全活動データ 

CSRCSRCSRCSRのののの取取取取りりりり組組組組みみみみ  

トップメッセージ  

ノーリツグループのCSR  

国連グローバル・コンパクト  

エコ・ファーストの約束  

３つの笑顔プロジェクト  

CSRトピックス  

Q+ESGについて  

品質  

環境  

環境経営  

製品を通じた環境負荷低減  

事業活動を通じた環境負荷低

減  

生物多様性保全  

環境保全活動データ  

環境コミュニケーション  

SDS（安全データシート）  

家電リサイクルの実績  

家庭でのCO2が分かります（環

境家計簿）  

第三者検証  

社会  

ガバナンス  

第三者意見  

国際的イニシアティブとの整合  

報告書一覧  

編集方針  

環境保全活動環境保全活動環境保全活動環境保全活動データデータデータデータ

COCOCOCO2222排出量排出量排出量排出量とエネルギーとエネルギーとエネルギーとエネルギー    化化化化学学学学物質管理物質管理物質管理物質管理    

■ ■ ■ ■ 省省省省エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー活動（地球活動（地球活動（地球活動（地球温温温温暖化暖化暖化暖化のののの防止）防止）防止）防止）    

ノーリツグループの国内生産事業所における、エネルギー別の使用量およびCO2排出量は以下の通りです。 

COCOCOCO2222排出量排出量排出量排出量とエネルギーとエネルギーとエネルギーとエネルギー
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■ PRTR■ PRTR■ PRTR■ PRTR対対対対象物質象物質象物質象物質    

※単位は「kg」とし、年間100kg以上の取扱いがある対象物質とします。 

（参考：2014年追加） 

（参考：2007年4月より使用開始） 

化化化化学学学学物質管理物質管理物質管理物質管理

エチルベンゼン 2011年 2012年 2013年 2014年

取扱量 2,400 1,800 1,600 2,070

排出量 2,400 1,800 1,600 1,900

（大気） 2,400 1,800 1,600 1,900

（水域） 0 0 0 0

（土壌） 0 0 0 0

移動量 0 0 0 0

キシレン 2011年 2012年 2013年 2014年

取扱量 5,000 4,700 4,400 6,534

排出量 1,800 1,400 1,200 1,553

（大気） 1,800 1,400 1,200 1,553

（水域） 0 0 0 0

（土壌） 0 0 0 0

移動量 700 600 700 640

銀およびその水溶性化合

物
2011年 2012年 2013年 2014年

取扱量 230

排出量 0

（大気） 0

（水域） 0

（土壌） 0

移動量 0

クロム 2011年 2012年 2013年 2014年

取扱量 800 600 300 1,750

排出量 0 0 0 0

（大気） 0 0 0 0

（水域） 0 0 0 0

（土壌） 0 0 0 0

移動量 0 0 0 0

1.2.4-トリメチルベンゼン 2011年 2012年 2013年 2014年

取扱量 4,860

排出量 24

（大気） 24



（参考：2014年追加） 

（参考：2007年4月より使用開始） 

（参考：2010年4月より法改正により、第1種指定物質となったため） 

（水域） 0

（土壌） 0

移動量 0

トルエン 2011年 2012年 2013年 2014年

取扱量 7,300 7,600 8,700 8,390

排出量 7,000 7,300 8,300 8,080

（大気） 7,000 7,300 8,300 8,080

（水域） 0 0 0 0

（土壌） 0 0 0 0

移動量 300 300 400 310

鉛 2011年 2012年 2013年 2014年

取扱量 300 100 200 200

排出量 0 0 0 0

（大気） 0 0 0 0

（水域） 0 0 0 0

（土壌） 0 0 0 0

移動量 0 0 0 0

ニッケル 2011年 2012年 2013年 2014年

取扱量 2,600 1,900 1,000 5,390

排出量 0 0 0 0

（大気） 0 0 0 0

（水域） 0 0 0 0

（土壌） 0 0 0 0

移動量 0 0 0 0

1-ブロモプロパン 2011年 2012年 2013年 2014年

取扱量 11,300 12,400 12,400 12,690

排出量 11,200 12,300 12,300 12,590

（大気） 11,200 12,300 12,300 12,590

（水域） 0 0 0 0

（土壌） 0 0 0 0

移動量 100 100 100 100

メタクリル酸メチル 2011年 2012年 2013年 2014年

取扱量 120,500 111,000 116,800 120,490

排出量 100 100 100 70

（大気） 100 100 100 70

（水域） 0 0 0 0

（土壌） 0 0 0 0

移動量 8,000 7,000 7,900 8,540

メチルナフタレン 2011年 2012年 2013年 2014年

取扱量 1120

排出量 6

（大気） 6

（水域） 0



（参考：2014年追加） 

PRTR法対象物質を100kg以上取り扱っている連結対象会社 

株式会社ノーリツ（明石本社工場・明石事業所・加古川事業所） 

株式会社アールビー、関東産業株式会社、株式会社ハーマン、 

株式会社多田スミス、大成工業株式会社、信和工業株式会社 

■ ■ ■ ■ 大大大大気気気気汚汚汚汚染（染（染（染（NOxNOxNOxNOx、、、、SOxSOxSOxSOx））））    

（土壌） 0

移動量 0

ノーリツグループでは、エネルギー使用量を低減することにより、NOx・SOxを削減し大気汚染防止に取り組んでいます。 

ノーリツグループ生産事業所におけるNOx・SOx排出量 

■ ■ ■ ■ 水質水質水質水質汚汚汚汚濁（濁（濁（濁（BODBODBODBOD、再利用水使用量）、再利用水使用量）、再利用水使用量）、再利用水使用量）    

[連結]

 
NO2排排出量 (kg-NOx)

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 対前年比

合計排出量 7,576 6,987 7,626 8,028 8,472 106％

 
SO2排排出量 (kg-SOx)

2010年 2011年 2012年 2013年 2014年 対前年比

合計排出量 434 420 415 418 385 92％

ノーリツグループでは、事業所の生産活動において排水する下水道の水質調査（年1回以上）を継続して実施し、成分分析をおこなっ

ています。調査対象の全事業所で、基準値を下回っています。 

ノーリツグループ生産事業所におけるBOD発生量 

BOD排出量（kg） 

BODBODBODBODとはとはとはとは 

Biochemical Oxygen Demandの略称で生物化学的酸素要求量のこと。 

排水処理の性能を評価したり、河川の水質を評価する時に使用され、有機物による水の汚れを示す代表的な指標です。水の中の有

機物(汚れの原因)を微生物が分解するのに使われた酸素の量で、数値が高いほど水質汚濁がすすんでいることになります。BOD指

数が高いと水中に溶けている酸素が少なくなり、BODが10mg/L以上になると悪臭の発生などが起こりやすくなります。 

ノーリツ生産事業所
BOD 2014年

基準値mg/l 測定値mg/l

NAM事業所 300 150

土山事業所（エスコアハーツ） 300 130

明石事業所 600 230

加古川事業所 100 6

グループ会社生産事業所
BOD 2014年

基準値mg/l 測定値mg/l

アールビー神立工場 20 10

アールビーつくば事業所 300 72

（株）多田スミス 100 79

関東産業（株） 600 1

大成工業（株）第一工場 300 19

大成工業（株）稲美工場 600 7

大成工業（株）第三工場 300 11

 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年

連 結 29,946 26,879 18,523 27,474 37,485
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第三者第三者第三者第三者検検検検証証証証

GHGGHGGHGGHG（（（（温温温温室室室室効効効効果果果果ガスガスガスガス）排出量）排出量）排出量）排出量のののの第三者第三者第三者第三者検検検検証証証証についてについてについてについて

2013年度のNAM事業所の温室効果ガスの排出量データの正確性の検証のため、ビューロベリタスジャパン株式会社による第三者検

証を受けました。 

その結果、NAM事業所の事業活動に伴うエネルギー起源のGHG排出量（スコープ1およびスコープ2）について限定的保証を受けまし

た。 

今後については、第三者認証を活用し、データの信頼性とGHG排出量の継続的な削減に努めていきます。 

対象データ：事業活動に伴うエネルギー起源のCO2排出量（スコープ1およびスコープ2) 

対象範囲：NAM事業所（明石本社工場、本社開発センター、環境機器開発センター、生産技術開発センター、総合研修センター） 

検証機関：ビューロベリタスジャパン株式会社 

検証方法：ISO14064-3：2006の要求事項に従い検証実施 

2014年8月20日～21日に審査が行われ、限定的保証を受けました。 
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社社社社会会会会

従従従従業員業員業員業員とともにとともにとともにとともに    おおおお客客客客さまとともにさまとともにさまとともにさまとともに    

「新しい幸せをわかすこと」を目標に、人材育成から職場環

境づくりまで総合的に取り組んでいます。 

「本業を通じた暮し向上」を基本に、次世代を見据え、社内

外でさまざまな取り組みをおこなっています。 

取引先取引先取引先取引先さまとともにさまとともにさまとともにさまとともに    株主株主株主株主さまとともにさまとともにさまとともにさまとともに    

お客さまのご期待にタイムリーにお応えするために、無駄

なく、短納期で製品をお届けしています。 

当社の経営に対する考え方をご理解いただけるよう、株主

さまとのコミュニケーションを大切にしています。 

社社社社会会会会とともにとともにとともにとともに    
 

地域社会との共生を重視するとともに、復興支援やボラン

ティア活動にも積極的に取り組んでいます。 
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従従従従業員業員業員業員とともにとともにとともにとともに

活力活力活力活力あるあるあるある人材人材人材人材をををを育成育成育成育成するするするする    多多多多様様様様性性性性のののの尊重尊重尊重尊重((((ダイバーシティダイバーシティダイバーシティダイバーシティ））））    

人人人人権権権権 ワークライフバランスをワークライフバランスをワークライフバランスをワークライフバランスを支援支援支援支援するするするする諸制度諸制度諸制度諸制度

雇用雇用雇用雇用にににに関関関関するするするする基本方針基本方針基本方針基本方針 自主性自主性自主性自主性をををを尊重尊重尊重尊重しししし、、、、キャリアキャリアキャリアキャリア開開開開発発発発やややや能力開能力開能力開能力開発発発発をををを支支支支

援援援援するするするする制度制度制度制度

労労労労使使使使のののの関関関関係係係係    
 

活力活力活力活力あるあるあるある人材人材人材人材をををを育成育成育成育成するするするする

ノーリツグループは、従業員「一人ひとりの情熱」を原動力として事業を展開してまいりまし

た。「誇り」と「働きがい」をもった活力ある企業グループであり続けるためには、「仕事を通し

て自己実現できる人を育てる」「安全と健康に配慮された職場をつくる」「人権の尊重と多様

性を醸成する」以上の3点が重要であると考えています。 

毎年従業員意識調査（ES調査）を実施し、職場改善に継続的に取り組み、従業員のモチベ

ーション向上にも努めています。 

■ ■ ■ ■ 人材育成人材育成人材育成人材育成    

「自立」した従業員はかけがえのない「人財」であり、それぞれが「相互支援」することによってさらに高め合い活躍できるようになりま

す。ノーリツグループは、従業員一人ひとりの「自立」と「相互支援」を軸とした「3つのよい会社」を実現し、「ES（働きがい）」の向上をめ

ざしていきます。 



■ ■ ■ ■ 安全安全安全安全でででで健康健康健康健康にににに配慮配慮配慮配慮したしたしたした職場職場職場職場をつくるをつくるをつくるをつくる    

ノーリツは、「安全衛生管理規程」を定め、災害、事故および疾病を未然に防止し、従

業員の安全および健康を維持増進することを目的に、次の3つの重点テーマに取り組

んでいます。 

事故や災害の状況や、未然防止、再発防止などについては『安全衛生報』を発信し、

従業員の啓蒙に役立てています。また、新入社員には、新入社員研修で教育をおこな

っています。 

ノーリツの各事業所では、労使で安全衛生委員会を組織し、労働災害の防止と快適な職場環境づくりを進めています。2013年

に組織体制を再構築し、月例安全パトロールの点検結果や従業員からの意見への対応、さらには災害事例を自職場に置き換

えて検証する等により安全管理の充実を図りつつ、衛生管理面においても、労働時間適正化や流行性疾患の予防などに努め

ています。 

従業員自身がストレスに気づき対処する「セルフケア」と、管理監督者が職場の状況を把握して改善する「ラインケア」の強化に

取り組んでいます。 

セルフケア推進の取り組みは、座学による研修および配属後の面談フォローによる気づきの促進（新入社員対象）に加え、長時

間労働者（社内基準）や転勤者には、自身によるストレスチェックの実施を促すことにより、従業員自身の気づきによるメンタル

不調の予防を推進しています。 

ラインケア推進の取り組みは、管理職に対するメンタルヘルス教育を2005年より継続的に実施しています。現在では新任管理

職への必須プログラムとして取り上げ、職場の状況把握や改善に役立てています。 

この他、セルフストレスチェックおよびカウンセリングサービスが利用できる外部専門機関の支援サービスを導入しており、これ

らと産業保健スタッフによるケアを組み合わせて、メンタルヘルスサポート体制の充実を図っています。 

長時間労働の是正と労働時間の適正化をテーマに、制度面の充実と改善活動に取り組んでいます。 

残業80時間超の従業員に対しては、疲労蓄積度自己診断チェックリストにより仕事の負荷度を判定し、状況により医師による面

接指導を実施しています。また、当該部門長に対しては組織活動の改善を促す取り組みをおこなっています。（2013年度 0件、

2014年度 1件） 

また、労働時間の適正化に向けた全従業員の意識向上を図るため、毎週水曜日をノー残業日として、家族や会社の仲間との対

話や、趣味・学習など仕事以外の生活を充実させることを目的に、「コミュニケーションDAY」を設けて労使共同で推進していま

す。 

 

※各年度の期間：当年4月～翌年3月 

※2014年度は中間データ（2014年4月～12月）を掲載 

 2011年度※ 2012年度※ 2013年度※ 2014年度※

休業災害（休業4日以上） 2件 3件 3件 1件

有給休暇取得日数※ 7.66日 8.10日 8.10日 5.63日

■■■■    キャリアキャリアキャリアキャリア形成支援形成支援形成支援形成支援    

ノーリツグループでは、社員一人ひとりのキャリア形成支援が、働き甲斐を向上させ、グループビジョンの達成に向けた重要な活動と

考え、2000年度から支援制度を設け、特にベテラン社員の活性化を図っています。2014年度はその強化を目標に「アクティブキャリア

プラン」と銘打ち、課題に取り組みました。 

(1)キャリア形成支援教育体系の確立  

(2)キャリア形成支援制度の改定  

(3)再雇用制度の改定と再雇用者の活躍推進  

2014年は、教育体系の構築と制度の再設計については、ほぼ計画通りに推進されました。しかし、本格的な運用はこれからであり、

再雇用制度の改定と併せて、より実効性のあるキャリア形成支援体系の構築を図っていきます。 

アクティブキャリアプランのアクティブキャリアプランのアクティブキャリアプランのアクティブキャリアプランの課題課題課題課題とととと目標目標目標目標    

 2014年度の課題 2015年度の目標

教育体系の確立 教育体系の構築と運用開始 本格的な運用とフォローアップ

支援制度の改定 制度の再設計と運用開始 制度の周知と定着



従従従従業員業員業員業員のののの自主性自主性自主性自主性をををを尊重尊重尊重尊重しししし、、、、キャリアキャリアキャリアキャリア開開開開発発発発やややや能力開能力開能力開能力開発発発発をををを支援支援支援支援するするするする制度制度制度制度    

再雇用者の活躍推進 再雇用制度の改定準備 再雇用制度の改定と運用開始

・資格・技能検定の取得奨励制度 ・社内公募制度 ・グローバル人材登録制度

・自己申告制度 ・海外短期研修制度 ・特別な成果に対する表彰・報奨制度

・キャリアアップ支援制度 ・再就職支援制度  

■■■■    従従従従業員意識調業員意識調業員意識調業員意識調査査査査（（（（ESESESES調調調調査査査査））））    

わくわくわくわくわくわくわくわく指指指指数数数数調調調調査査査査のののの実実実実施施施施    

ノーリツグループでは、自立した従業員が刺激し合うことで、相乗効果を生み出す強いチームづくりに努めており、その進捗を測る指

標として従業員意識調査＝『わくわく指数調査』を実施しています。これは2001年からおこなっていた「満足度調査」から一歩進めたも

ので、従業員の働くエンジンの状況を「仕事が面白い」「職場が愉しい」「会社が好き」の3つのテーマで調査し、その結果をチームで語

り合うことで、互いに高め合っていくことをめざしています。 

その結果から、部内間連携の強化などを課題化し、その実現に努めています。 

※2016年度には各項目70％をめざして活動しています。 

わくわくわくわくわくわくわくわく指指指指数数数数調調調調査査査査結果結果結果結果    

※2014年から新指標に変更したため、昨年と2013年の値が変わっています。 

 2013年 2014年

仕事が面白い 55％ 55％

職場が愉しい 56％ 56％

会社が好き 47％ 46％

多多多多様様様様性性性性のののの尊重尊重尊重尊重((((ダイバーシティダイバーシティダイバーシティダイバーシティ））））

■■■■    多多多多様様様様性性性性のののの醸醸醸醸成成成成についてについてについてについて    

ノーリツグループでは、「多様性の醸成」を目的として、すべての従業員が働きやすい職場であることをめざし、職場環境整備

や支援する制度や活動をおこなっています。主に社内のイントラネットなどに掲載し、啓発をおこなっています。 

例えば、障害を持つ従業員に対して、より働きやすい職場環境を実現するために、特例子会社エスコアハーツを設立したり、

女性活躍推進として、「ビタミンWスクエア」という女性社員によるワーキング活動などをおこなっています。 

今後も多様性の醸成への取り組みを継続しておこなっていきます。 

ノーリツは、従業員のワークライフ・バランスを重視し、多様な人材が柔軟な勤務形態や時間を取れるよう、下記の休暇や制度を導入

しています。 

・年次有給休暇制度 ・フレックスタイム制度 ・時短勤務制度

・産休・育休制度 ・看護休暇制度 ・裁判員制度に関する制度

・育児・介護支援 ・メモリアル休暇 ・登録リターン制度

・定年自己申告制度   

■■■■    特例子特例子特例子特例子会会会会社社社社エスコアハーツによるエスコアハーツによるエスコアハーツによるエスコアハーツによる障障障障がいがいがいがい者雇用者雇用者雇用者雇用のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

ノーリツグループの特例子会社エスコアハーツは、ノーマライゼーション理念の実現に向けて、ダイバーシティを尊重し、障がい者が活

き活きと働ける機会作りに取り組んでいます。 

2014年は、障がい者従業員のサポート体制を充実させるために職場適応援助者（ジョブコーチ）資格を1名、職業生活相談員資格を7

名取得しました。 

また、保護者との個別面談会では、31名の保護者と会社での就業状況や家庭生活状況について話し合い、今後の育成ポイントなど

の意見交換を実施しました。 

また、12月に開催された「第35回兵庫県障がい者技能競技大会・アビリンピック

兵庫2014」に当社従業員5名が参加し、仕事を通じて学んだ技能をいかんなく発

揮しました。 

尚、製品パッキン競技の部で、敢闘賞を受賞しました。 

 



【取【取【取【取りりりり組組組組みのみのみのみの状状状状況】況】況】況】    

エスコアハーツのエスコアハーツのエスコアハーツのエスコアハーツの事業事業事業事業内内内内容容容容はははは、親、親、親、親会会会会社社社社ノーリツからのノーリツからのノーリツからのノーリツからの受託業務受託業務受託業務受託業務をををを主体主体主体主体としとしとしとし、、、、2014201420142014年年年年12121212月末現在月末現在月末現在月末現在でででで49494949名名名名のののの障障障障がいがいがいがい者者者者がががが勤務勤務勤務勤務してしてしてして

いますいますいますいます。。。。    

事業事業事業事業内内内内容容容容    

・シェアードサービス事業 

給与厚生・庶務・経理・不動産・損害保険・OA機器販売・通信端末 

・受託事業 

商業印刷・部品製造・計測器校正・清掃・物流発送（社内便・WEB販売・カタログ） 

・福祉コンサル事業 

資源再生事業 

  

生生生生産産産産部部部部    

・生産チーム 

高効率給湯器の主力部品である中和器を製造しています。生産活動にとって重要なQCDや5S・改善活動については、障がい者

社員のリーダーやライン長を中心にメンバー全員で取り組んでいます。 

・洗浄チーム 

給湯器のリターナブル梱包材の洗浄をおこなっています。何度も繰り返して使用するため、しっかりとメンテナンスします。 

ビジネスサービスビジネスサービスビジネスサービスビジネスサービス部部部部    

・受注センター 

名刺や封筒を始め、販促チラシなどの各種商業印刷を取り扱っています。多品種小ロットの注文に対応できる強みを活かし、兵庫

県や稲美町の物品関係入札業者として登録しています。 

・配送センター 

1日約1300梱包のカタログを全国に発送しています。展示会時期の大量発送にも対応しています。 

・業務センター 

社内便やWEB販売している消耗部品の発送を手がけています。また、各種データの入力作業や部品や書類の封入作業など、多

種多様な業務を実施しています。 

・・・・PCPCPCPCシステムシステムシステムシステム部部部部    

PCシステム部では、聴覚障がい者とともに、社内向けパソコンの組み立てや必要なソフトをインストールするキッティング作業を行

い、専門的なスキルも磨いております。 

リサイクルセンターリサイクルセンターリサイクルセンターリサイクルセンター    

役目を終えた廃給湯器をより効率的に資源として再利用できるように、給湯器のリサイクルに取り組んでいます。単一金属素材に分

解・分別し資源循環に寄与しています。（3つの笑顔プロジェクト、廃給湯器のリサイクルへの取り組みの項をご参照ください） 



■ ■ ■ ■ 障障障障がいがいがいがい者雇用人者雇用人者雇用人者雇用人数数数数・・・・雇用率雇用率雇用率雇用率    

雇用促進雇用促進雇用促進雇用促進のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

ノーリツグループでは、グループ会社がそれぞれ障がい者の雇用を推進していますが、2006年に社内ベンチャー制度で特例子会社エ

スコアハーツを設立し、障がい者多数雇用事業所として、より高次な雇用に向けて取り組みを推進しています。 

ノーリツグループの障がい者雇用におけるCSRマインドは、障がい者を含めた多様な人材が活躍できること。 

障がい者自身が能力を発揮し、やりがいを持って仕事に取り組めること。 

グループ全社員が、障がい者との協働・共生を意識し誇りを持って仕事に取り組めることを目指しています。 

特例子会社のエスコアハーツだけでなく、個々のグループ会社でも直接雇用しノーマライゼーションの実現に向けて取り組んでいま

す。 

【【【【2014201420142014年活動報告】年活動報告】年活動報告】年活動報告】    

2014年6月時点では国内グループ会社17社中11社で障がい者を雇用し、合計134名の従業員が働いています。 

これにより、障がい者雇用率は、グループ全体で2.91%となり2.0％である法定雇用率を大きく上回りました。 

また、2014年はグループ適用会社を新たに3社追加し、グループ全体で7社となりました。グループ適用では2.94％となり、法定雇用率

達成や雇用納付金が義務付けされない子会社も雇用における意識や風土醸成に努めています。 

雇用人雇用人雇用人雇用人数数数数およびおよびおよびおよび雇用率雇用率雇用率雇用率のののの推移推移推移推移    

2014年6月現在 

重度障害者は2倍・短時間勤務障害者は0.5倍の人数カウントをおこないます。 

  11年 12年 13年 14年

雇用者数

エスコアハーツ 31名 46名 51名 51名

グループ適用全体 83名 102名 112名 134名

雇用率

エスコアハーツ 101.20％ 55.11％ 63.92％ 65.73％

グループ適用全体 2.39％ 2.94％ 2.96％ 2.94％

■ ■ ■ ■ ビタミンビタミンビタミンビタミンWWWWスクエアスクエアスクエアスクエア    

女性女性女性女性がががが働働働働きやすいきやすいきやすいきやすい職場職場職場職場づくりづくりづくりづくり（（（（ビタミンビタミンビタミンビタミンWWWWスクエアスクエアスクエアスクエア））））    

ノーリツ（グループ）では2005年からさまざまな部門の女性従業員を募り、「女性が自分らしく活き活きと働ける会社＝みんなが自分ら

しく活き活きと働ける会社」という仮説をもとに、中長期目標（右下チャート図参照）に基づいた具体的な課題遂行に取り組む「ビタミン

Wスクエア」を展開しています。 

8期目となる2014年はキャリアイメージの構築、取り組み、実現につながる機会づくりとともに、「ビタミンWスクエア」ならではの魅力的

な情報・交流の機会づくり、「女性の特性」と「個人の特性」の違いを正しく理解するサポートをおこなうため、定期的に下記のような活

動をおこないました。 

女性向女性向女性向女性向けセミナーのけセミナーのけセミナーのけセミナーの開催開催開催開催    

女性営業職を対象に、外部講師を招いてのキャリアを見つめ直す研修会を開催し

ました。 

また、セミナー終了後には自分自身がたてた目標に対してどう進めているのかを

参加者同士で発表し合い、刺激し合うフォローセミナーも実施しました。 

 



一方、女性営業職を部下に持つ男性上司に対しても、同一講師によるセミナーを

実施。女性の特徴、ライフイベントなどを踏まえながら、どう育成していくのかを検

討してもらいました。 

 

外部外部外部外部セミナーのセミナーのセミナーのセミナーの紹介紹介紹介紹介    

社外の人々との交流を通じて刺激を受け、意欲を引き出し、気

づきを与え合う機会として、外部セミナー「ウーマンズ・ネットワ

ーキング・フォーラム」への参加者を社内公募。2014年は5名が

受講しました。 

「仕事「仕事「仕事「仕事とととと育育育育児児児児のののの両両両両立支援立支援立支援立支援ガイドガイドガイドガイド」」」」のののの作成作成作成作成    

妊娠・育児に関する制度の利用者とその周囲とのコミュニケー

ションをよくするためのツールとして「仕事と育児の両立支援ガ

イド」を作成。他社マニュアルも参考に、現場の実態に沿った内

容になるよう心がけました。このツールを使い、実際に育児をす

る社員のいる職場での意見交換会も実施しました。 

「「「「ビタミンビタミンビタミンビタミン通信」通信」通信」通信」のののの発発発発行行行行    

ビタミンWスクエアの活動をより理解してもらうため、活動の報告やさまざまな情報を掲載した社内報「ビタミン通信」を発行し、年に2～

3回、全グループ社員に配付しています。 

女性幹部職登用女性幹部職登用女性幹部職登用女性幹部職登用実実実実績績績績    

 2012年 2013年 2014年

女性幹部数 13人 13人 15人

■■■■    人人人人権権権権のののの尊重尊重尊重尊重についてについてについてについて    

『私たちは、すべての事業活動の大前提として、社内外を問わず、あらゆる場面で人権を最大限尊重します。また、人種、国籍、性別

など、いかなる理由による差別も人権侵害もおこないません。』 

この一文を、『ノーリツグループ行動基準』に記載し、従業員に対する啓発をおこなうとともに、2014年度の新入社員研修から、基礎教

育プログラムにも加えました。 

行動基準では、各種法令を遵守することはもちろん、社会からの要請を意識してその期待に応えることを従業員に求めています。これ

に反する行為があった場合の通報手段の一つとして、『ノーリツホットライン』を設けています。 

人人人人権権権権

ワークライフバランスをワークライフバランスをワークライフバランスをワークライフバランスを支援支援支援支援するするするする諸制度諸制度諸制度諸制度

■■■■    リフレッシュリフレッシュリフレッシュリフレッシュ休暇休暇休暇休暇    

ライフサイクルの節目（勤続10年、20年、30年）で心身のリフレッシュを図るとともに、今後の人生や社会における新たな飛躍のための

充電期間として活用してもらうことを目的としたリフレッシュ休暇制度を設けています。該当する従業員には特別休暇と一時金が支給

されます。 

■■■■    フレックスタイムフレックスタイムフレックスタイムフレックスタイム制度制度制度制度    

業務がより円滑に効率良く遂行されることを前提に、従業員が自主的に始業時刻と終業時刻、および1日の就業時間を選択でき、一



定の期間で時間を清算するフレックスタイム制度を設けています。研究開発職や本部スタッフ等、一部の部門に適用されています。 

■■■■    裁判員制度裁判員制度裁判員制度裁判員制度にににに関関関関するするするする制度制度制度制度    

裁判員として裁判に参加する場合に、必要な時間、日数について特別有給休暇が付与される制度を設け、従業員が裁判員に選ばれ

たとき、参加しやすい制度としています。 

■■■■    育育育育児児児児・・・・介護支援介護支援介護支援介護支援    

産休・育休はもちろん、小学校就学の始期に達するまでの子を養育する者が、子の看護を必要とするときに取得できる看護休職、要

介護状態にある家族を介護する者が必要とするときに取得できる介護休職、育児や介護をする必要がある者が、1日の所定労働時

間を短縮できる短時間勤務など従業員を支援する制度を設けています。 

育育育育児児児児休職取得者休職取得者休職取得者休職取得者数数数数    

2012年 2013年 2014年

男 女 計 男 女 計 男 女 計

0人 27人 27人 2人 34人 36人 1人 32人 33人

■■■■    メモリアルメモリアルメモリアルメモリアル休暇休暇休暇休暇    

有給休暇の取得促進のために、本人にまつわる記念日をあらかじめ登録し、計画的に休暇を取得するための制度を設けています。 

■■■■    登登登登録録録録リターンリターンリターンリターン制度制度制度制度    

個人的な事情あるいは一時的な家庭の事情等により、ノーリツを退職した方にもう一度働いていただくための、登録制の再雇用制度

を設けています。 

■■■■    定年自己申告制度定年自己申告制度定年自己申告制度定年自己申告制度    

ライフプランサポートの一環で、個人の第二の人生を支援するために、60歳到達までに、自分で定年時期を申告する制度（対象年齢

等、条件有り）を設けています。 

雇用雇用雇用雇用にににに関関関関するするするする基本方針基本方針基本方針基本方針

■■■■    採用採用採用採用・・・・雇用雇用雇用雇用についてについてについてについて    

ノーリツグループは、行動基準に示すとおり、「人権尊重」に留意し、公正な選考と、高齢者や障がい者など多様な人々の就労機会の

提供に努めています。 

※単体従業員には、出向者を含み、出向受入、取締役を除く(ノーリツレポート2015の掲載人数と抽出方法が異なります） 

正社員情報（※）

2012年 2013年 2014年

男 女 計 男 女 計 男 女 計

単体従業員数 2,178人 696人 2,874人 2,175人 716人 2,891人 2,361人 789人 3,150人

単体平均年齢 43.1歳 36.2歳 41.4歳 42.6歳 35.7歳 40.9歳 42.6歳 36.9歳 41.2歳

単体平均勤続年数 18.9年 12.5年 17.4年 19.2年 12.8年 17.6年 17.9年 12.2年 16.4年

連結従業員数   5,657人   9,165人   9,183人

正社員正社員正社員正社員のののの離職離職離職離職状状状状況（定年退職者況（定年退職者況（定年退職者況（定年退職者はははは除除除除くくくく））））    

 2012年 2013年 2014年

年末人数 2,874人 2,891人 3,150人

離職者数 39人 36人 50人

離職率 1.4% 1.2% 1.6%

世代別世代別世代別世代別従従従従業員業員業員業員    

2013年 2014年

男性 女性 合計 男性 女性 合計

30歳未満 289人 186人 475人 264人 168人 432人

30～39歳 490人 279人 769人 489人 265人 754人

40～49歳 972人 277人 1,249人 945人 287人 1,232人

50～59歳 643人 63人 706人 667人 68人 735人

60歳以上 79人 23人 102人 91人 24人 115人



正社員（60歳以上は再雇用者） 

4444月月月月1111日入社者日入社者日入社者日入社者のののの定定定定着着着着状状状状況況況況    

2011年 2012年

入社 離職者数 離職率 入社 離職者数 離職率

大卒（男） 28人 1人 3.6% 38人 3人 7.9%

大卒（女） 6人 1人 16.7% 7人 0人 -

合計 34人 2人 5.9% 45人 3人 6.7%

定年者再雇用定年者再雇用定年者再雇用定年者再雇用実実実実績績績績    

 2012年 2013年 2014年

再雇用者数 70人 89人 110人

新卒入社新卒入社新卒入社新卒入社状状状状況況況況    

 2013年 2014年 2015年

大卒（男） 29人 32人 30人

大卒（女） 9人 10人 11人

その他（男） 15人 10人 9人

その他（女） 17人 7人 15人

合計 70人 59人 65人

自主性自主性自主性自主性をををを尊重尊重尊重尊重しししし、、、、キャリアキャリアキャリアキャリア開開開開発発発発やややや能力開能力開能力開能力開発発発発をををを支援支援支援支援するするするする制度制度制度制度

■■■■    資格資格資格資格・・・・技能技能技能技能検検検検定定定定のののの取得取得取得取得奨励奨励奨励奨励制度制度制度制度    

従業員がスキルアップのために資格取得をめざし自己啓発に励むことを狙いとし、特定の資格・技能検定に対し、取得費用の補助や

奨励金で支援する制度。 

■■■■    社社社社内内内内公募制度公募制度公募制度公募制度    

プロジェクトや新規部門、専門的な業務をおこなう部門などにおいて、志の高い人材を社内から広く募集する制度。 

■■■■    グローバルグローバルグローバルグローバル人材登人材登人材登人材登録録録録制度制度制度制度    

社内公募の一つで、「グローバル化の加速」に向け、海外赴任候補および国内か

ら現地法人や現地出張所をサポートできる人材を育成するための制度。 

1年間の登録期間中に語学学習や外部講師による異文化理解セミナーの受講な

どを通じてグローバル人材の育成をめざす。 

4期目を迎えた今年は登録者が累計38名となり、海外事業をサポートできる体制

の構築を推進していきます。 

  

 1期生 2期生 3期生 4期生

11人 9人 8人 10人

累計 11人 20人 28人 38人

■■■■    自己申告制度自己申告制度自己申告制度自己申告制度    

社員個人の将来への希望や日頃考えていること等を自己申告する制度。一人ひとりの力が十分発揮できるよう、上司・部門長・人事

部が閲覧し、社員育成や適正な配置などの参考にする。 

■■■■    資格資格資格資格・・・・技能技能技能技能検検検検定定定定のののの取得取得取得取得奨励奨励奨励奨励制度制度制度制度    

従業員がスキルアップのために資格取得をめざし自己啓発に励むことを狙いとし、特定の資格・技能検定に対し、取得費用の補助や

奨励金で支援する制度。 

■■■■    米米米米国国国国短期短期短期短期研研研研修制度修制度修制度修制度    

技術部門（開発設計、品質管理など）を中心に実際に海外

で業務に携わるとともに現地で生活することでグローバル

感覚を身に付けることをめざす制度。 

2014年は、6名の従業員を派遣しました。3か月間現地で



業務に携わり、現地法人や米国市場の理解を深めるとと

もに、現地で生活することにより異文化理解にも努めまし

た。 

■■■■    特別特別特別特別なななな成果成果成果成果にににに対対対対するするするする表彰表彰表彰表彰・・・・報報報報奨奨奨奨制度制度制度制度    

代表的な制度として、年末のグループ方針発表会での『社長賞』、『優秀発明提案表彰』、『永年勤続表彰』などがある。 

■■■■    キャリアアップキャリアアップキャリアアップキャリアアップ支援制度支援制度支援制度支援制度    

従業員の成長段階、役職に応じた各種能力開発メニューを用意し、社内講師、社外講師によるセミナーを開催。特定のタイミングで面

談をおこない、キャリア支援をおこなっている。また、将来の経営者をめざすコースとしてチャレンジコースを設け、多様な学習機会と、

視野を広げる為の複数の職務経験が出来る機会を提供する制度。 

■■■■    再就職支援制度再就職支援制度再就職支援制度再就職支援制度    

前向きなライフプランに基づく再就職の意思を持つ従業員の、「進路およびキャリア開発の具現化」を支援する制度。 

労労労労使使使使のののの関関関関係係係係

■■■■    労働労働労働労働組合組合組合組合のののの活動活動活動活動    

ノーリツの労働組合は1973年11月に発足。世間同様、処遇や労働条件の改善を主な目的として活動をしてきましたが、第22期からは

その時代に合った3年ごとの中期ビジョンを策定し、組合組織の活性化に重点を置いて活動をするスタイルへと変わっていきました。 

第22～24期は「コミュニケーション＆サービス」、第25～27期は「人や声が集まる労働組合」、第28～30期は「自信を確信に！～ユニオ

ンネット（集まる）の構築から活用へ～」、第31～33期は「HAPPY～情報・知識の活用、そして創造・実現へ～」、第34期～36期は「力～

共に考え共に成長する～」とそれぞれのビジョンを掲げて活動し、ノーリツ労働組合の基礎を積み上げてきました。 

第37期からは過去の活動を原点とし、新たなミッション・ビジョンを打ち出し、ミッション・ビジョンの実現に向けて第37期～39期を第一

次、第40～42期を第二次として3年ごとの中期活動計画を立て、「経済的安定」「働きがいの向上」「自己の発見」を活動の3本柱として活動して

きました。 

主に「働きがいの向上」に重点を置き、人事制度の正しい運用を目指す取り組みをしてきましたが、第40期からは原点である「イベント活

動」にも再度注力し、従業員同士の繋がり、職場の活性化に組織全体で取り組んでいます。 

第43期（2014年9月～）からは、3カ年の中期ビジョンを「明日（みらい）へ向かう自分たちがいる」とし、ゆたかな将来をつくり出すため

に、一人ひとりが力を発揮し、自分たちで職場・会社・自身の生活を充実させていく姿を目指して活動しています。 
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■■■■    労労労労使使使使関関関関係係係係    

当組合は、1992年にユニオンショップ協定を会社と締結し、国内の全正社員数の約77％にあたる2438名（2014年12月末時点）が組合

員となっています。 

労使のめざす方向性は、会社の中期経営計画Vプラン16で掲げる「会社の持続的発展」「自信と誇りを持てる会社」に共通しており、

労働条件や労働環境の改善の他、「人」に焦点を置いた活動に労使一体で取り組んでいます。 

毎年労使共同で「従業員意識調査（ES調査）」を実施しており、結果を基に課題共有もおこないながら、会社全体の課題については

「中央労使協議会」で情報共有と課題設定をし、各部門特有の問題や課題については「営業労使協議会」「研究開発労使協議会」「生

産労使協議会」といった部門別の労使協議会を開催し、労使の話し合いをおこなっています。 

また、「自立と相互支援」をめざす現在の人事制度の設計についても、労働組合の代表者がメンバーとして参画し、その浸透活動に対

しても強い思いを持ち「人づくり」にかかわる各種取り組みを労使が一体となって展開しています。 

基本は労使協調路線ながら、将来視点で経営戦略を確認し、意見すべきことや現場の実態については、経営労使協議会および中央

労使協議会でしっかりと議論するスタンスで活動しています。年に数回実施する組合員アンケートも活用しながら経営に現場の実態を

伝え、経営課題としての取り組みを求めています。労使共同の取り組みについても、実行方法をめぐって白熱した議論を交わすときも

対等かつ本音で議論ができる関係であると認識しています。 

創業者である太田名誉会長が、「組合と切磋琢磨して発展した会社」と過去を振り返るように、過去からの健全な労使関係を継承しな

がら、Vプラン16以降も発展し続ける会社をめざし、より一層強い労使関係を築いて参ります。 

■■■■    労働労働労働労働組合組合組合組合のののの広広広広報報報報    

組合発足前の1969年より若手従業員が中心となって発行していた「青炎」が題号を変え、現在は組合機関紙「SAY炎」（月刊）として継

承。近年は活動に沿ってイベント写真の多用を意識しながら、組合活動の報告や会社の状況報告を掲載しています。 

また、組合の活動報告はイントラネットでも「ユニねっと」として定期的におこなっています。 



 

■■■■    主主主主なななな労労労労使協議使協議使協議使協議会会会会とととと労働労働労働労働組合組合組合組合会会会会議体議体議体議体    

・春の協議会（春闘交渉）：年1回 

議題は「賃金」「一時金」「重点的な課題改善要望」全4回  

・中央労使協議会：年9回 

各種課題の情報共有と進捗確認、労使課題の設定、制度改定など  

・中央執行委員会：年6回 

重点活動の進捗確認、議案事項の審議、方策検討、情報共有など  

・中央委員会：年4回 

組合活動の進捗報告、議案事項の承認、情報交換など  

・営業労使協議会：年4回 

改善課題の進捗確認、情報交換など  

■■■■    主主主主なななな労労労労使協議使協議使協議使協議会会会会とととと労働労働労働労働組合組合組合組合会会会会議体議体議体議体    

・ノーリツグループ労働組合連合会（略称：ノーリツユニティ） 

ハーマン・多田スミス・アールビー・ノーリツ  

・住宅関連産業労働組合連絡会（略称：住産連） 

クリナップ、タカラスタンダード、TOTO、LIXILなど  

・全国ガス器機労働組合協議会（略称：ガス協） 

愛知時計電機、ガスター、関西ガスメーターなど  

・ガス関連産業労働組合連絡会（略称：ガスネット） 

東京ガス、大阪ガス、他ガス事業者および上記のガス協など  

・未来フォーラム 

資生堂、セイコーエプソン、富士ゼロックス、マルイ、ツムラ、ライオンなど  

※敬称略、順不同  
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おおおお客客客客さまとともにさまとともにさまとともにさまとともに

本業本業本業本業をををを通通通通したしたしたした暮暮暮暮しししし向上向上向上向上へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ コンタクトセンターコンタクトセンターコンタクトセンターコンタクトセンター

製品情報製品情報製品情報製品情報のののの開示開示開示開示    CSCSCSCS活動活動活動活動    

本業本業本業本業をををを通通通通したしたしたした暮暮暮暮しししし向上向上向上向上へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みみみみ

■ ■ ■ ■ ひょうごひょうごひょうごひょうご環境創造協環境創造協環境創造協環境創造協会会会会とタイアップしとタイアップしとタイアップしとタイアップし、「、「、「、「うちエコうちエコうちエコうちエコ診診診診断断断断」」」」をををを実実実実施施施施    

ショールームのイベントで、お客さま向け「うちエコ診断」を実施し、環境配慮商品の拡販につなげています。 

お客さまからは、「あらためてコスト削減できることを知るきっかけとなった。」と高評価を得ており、その場での商談から大型リフォーム

へとつながっています。 

ひょうご環境創造協会 

http://www.eco-hyogo.jp/global-warming/center/uchieco/ 

エコライフフェアエコライフフェアエコライフフェアエコライフフェア    

ノーリツグループでは「エコで快適なくらし」をテーマに、2010年から

春と秋に「くらし快適エコライフフェア」を開催しており、2014年秋で

10回目をむかえました。これまでも、ノーリツの商品のご案内を通じ

て、住まいや暮しに役立つ情報を多くのお客さまに提案してきまし

た。 

また各ショールームではエコ・クッキング提案を実施しています。自然の恵みへの感謝の気持ちとともに、環境のことを考えて買い物、

料理、片づけをするエコなライフスタイルの実践をおすすめし、お客さまと一緒にガス、水、生ゴミの量が大幅に減らし、CO2削減効果

を高める取り組みをおこなっています。 

エコ・クッキングについては下記ページをご覧ください。 

今日からはじめられる、エコ・クッキング 

エコ・クッキングエコ・クッキングエコ・クッキングエコ・クッキング提案活動提案活動提案活動提案活動    

・実機での比較やポップ・パウチ・レシピチラシを活用し、環境配慮商品を提案（各ショールーム）  

・エコクッキングを得意先に出向き実施（立川ショールーム）  

・エコ生活提案会の実施や浴育セミナーの実施（大阪ショールーム）  

・クッキングナビゲーター（イベント）で食育研修（市川ショールーム）  

コンタクトセンターコンタクトセンターコンタクトセンターコンタクトセンター

お客さまからの「修理・故障」、「点検・所有者票」、「部品・消耗品ご注文」受付をおこなっているコンタクトセンターでは『すべてはお客さまのた

めに』のビジョンのもと、すべてのお客さまに「電話をかけてよかった」と思っていただけるコンタクトセンターをめざしています。 

お客さまの困っていることや疑問に迅速・丁寧に対応できるようコンタクトセンター一体となって、電話応対の品質向上に取り組み、お客さま視

点で日々活動しています。 

2014年度は約130万件の受付をしました。 

企業情報 株主・投資家向け情報 CSRの取り組み 採用情報 製品に関する大切なお知らせ 



※修理・故障の受付は365日24時間ご対応いたします。その他のお問い合わせ窓口・受付時間についてはホームページでご覧ください。 

■■■■    電話電話電話電話応対応対応対応対品質向上品質向上品質向上品質向上のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

＜実機での確認＞ 

お問い合わせの多いリモコン操作にも迅速にお応えできるよ

う、実機で確認しています。 

＜実機研修室＞ 

給湯器やシステムバス、コンロを配置した実機研修室を設け、

電話応対者の知識向上に役立てています。 

＜電話応対コンクールへの出場＞ 

毎年、「電話応対コンクール」に出場し、応対スキルの向上に

取り組んでいます。 

■■■■    顧客顧客顧客顧客へのへのへのへの対応対応対応対応    

ごごごご意見意見意見意見ごごごご要望要望要望要望へのへのへのへの対応対応対応対応    

ノーリツでは、お客さまより、ご意見・ご要望が寄せられた場

合、以下のようなフローで迅速かつ誠実に対応しています。 

また、その内容を分析し、関係部門にフィードバックすることに

より、製品開発・調達・生産・物流・販売・施工・サービス活動

の向上に役立てています。 
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■■■■    アフターサポートについてアフターサポートについてアフターサポートについてアフターサポートについて    

設計品質・生産品質・物流品質・施工品質とともに重要なのがサービス品質です。ノーリツグループでは、お客さまからの修理・保守点

検の依頼については、24時間365日で対応し、お客さまにご不便をかけないサポートをおこなっています。 

また、サービス店認定制度やサービス品質表彰制度導入により、継続的にアフターサポートの技術力向上を図り、質の高いサービス

の提供に努めています。 

また、よくあるご質問やお手入れ方法についてお知らせすること、消耗部品や小物についてお客さまへ直接販売することにより、お客

さまの日々のご使用をサポートしています。 

※詳細はホームページでご覧ください。 

http://www.noritz.co.jp/product/aftersupport.html 

製品情報製品情報製品情報製品情報のののの開示開示開示開示

■■■■    関関関関係法令等係法令等係法令等係法令等にににに基基基基づくづくづくづく製品情報製品情報製品情報製品情報のののの開示開示開示開示・ルールの・ルールの・ルールの・ルールの策定策定策定策定    

ノーリツグループでは、お客さまの生命・身体・財産に被害を及ぼす可能性がある製品の事故情報等を入手したときは、ただちにその

事実確認をおこない、安全性に欠陥がある場合は法に従い、迅速に所轄官庁およびお客さまに公表しています。お客さまの被害の拡

大防止を最優先に行動すると共に、原因究明、再発防止のために迅速かつ誠実に行動しています。 

自主自主自主自主点点点点検検検検手手手手続続続続きのきのきのきの公開公開公開公開    

お客さまに安全に安心してご使用していただけないような製品・サービス等の欠陥があることが判明した場合は、お客さまの安全を第

一に考え、迅速に再発防止に向けた自主点検・無償部品交換のお知らせを公表しています。 

製品安全に関する大切なお知らせ 

無償部品交換、修理無償部品交換、修理無償部品交換、修理無償部品交換、修理・・・・点点点点検検検検手手手手続続続続きのきのきのきの公開公開公開公開    

お客さまに快適にご使用していただけないような製品・サービスの機能上の不具合が判明した場合は、お客さまのご不便、ご迷惑を

最小限にとどめるよう、不具合部位の無償部品交換、修理、点検のお知らせを公表しています。 

部品交換・修理点検の大切なお知らせ 

製品製品製品製品をををを安全安全安全安全におにおにおにお使使使使いいただくためのいいただくためのいいただくためのいいただくための大切大切大切大切なおなおなおなお願願願願いいいい、注意事項、注意事項、注意事項、注意事項のののの掲掲掲掲載載載載    

製品事故を防止し、お客さまに安心して快適にご使用していただくための大切なお願い、注意していただきたい事例を掲載していま

す。 

製品を安全に、正しくお使いいただくために 

製品事故情報製品事故情報製品事故情報製品事故情報のののの公開公開公開公開    

お客さまに被害を及ぼす可能性のある事故が発生した場合は、安全性確保に向け被害の拡大防止を最優先に迅速かつ誠実に対応

し、事故情報を公表しています。 

製品事故情報一覧 

■■■■    分分分分かりやすいかりやすいかりやすいかりやすい情報提供情報提供情報提供情報提供のののの実実実実施施施施    

アフターサポートアフターサポートアフターサポートアフターサポート    

ノーリツグループは、お客さまがご使用中の製品について、必要な情報をお伝えできるよう、分りやすく情報を発信します。 

アフターサポート 



おおおお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ窓窓窓窓口口口口    

お客さまからのお問い合わせについて、お客さまの立場に立ち、具体的に分りやすく情報をお伝えします。 

お問い合わせ窓口一覧 

■■■■    品質品質品質品質CSCSCSCSマネジメントマネジメントマネジメントマネジメント体制体制体制体制についてについてについてについて    

CSCSCSCS活動活動活動活動

ノーリツでは、グループ会社全体の品質保証業務を統括管理

することで、今まで以上に、お客さま満足と品質の向上を達成

できると考え、品質保証推進統括部長が議長を務める「グル

ープ品質会議」を毎月開催しています。執行部門における業

務改善を推進するとともに、お客さま接点窓口の専門性を高

め、6つの価値を着実に実現しています。 

品質CSマネジメント体制 

■■■■ CS CS CS CSアンケートアンケートアンケートアンケート（（（（おおおお客客客客さまへのさまへのさまへのさまへの応対応対応対応対評評評評価価価価をををを聴聴聴聴きききき改善改善改善改善するするするする仕組仕組仕組仕組みみみみ））））    

ノーリツでは、お客さまとの「接点」を活用して、製品やサービスにかかわる貴重なご意見を収集し、お客さま満足の向上をめざすた

め、「CSアンケート」を実施しています。 

その中、コンタクトセンターでは「電話応対品質に関する満足度」を測定するCSアンケートを実施しています。 

お客さまからいただいたご意見、ご提案を改善につなげ、更なる応対品質向上をめざしています。 

■■■■    おおおお客客客客さまのさまのさまのさまの声検声検声検声検討討討討会会会会    

ノーリツグループにおけるお客さま満足度向上を推進し、CS風土を醸成することを目的に、「お客さまの声検討会」を開催運営してい

ます。 

「お客さまの声検討会」では、ノーリツグループに入るお客さまのお申し出や、社員からの「お客さま目線」での改善課題について審議

し、経営者が参加するグループ品質会議や、商品分野別の品質会議に提議し改善を促し、お客さまの声を経営に反映しています。 
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■■■■    ショールームにおけるショールームにおけるショールームにおけるショールームにおける取取取取りりりり組組組組みみみみ    

ノーリツの各ショールームではCS向上のための接遇・電話応

対などの研修をおこなっています。社内のポータルサイトで

は、期に1度お客さまの声をもとにMVPに輝いたショールーム

スタッフのインタビューや成功事例、失敗事例なども掲載さ

れ、モチベーション向上や情報の共有に繋げています。 

■■■■ VOC( VOC( VOC( VOC(おおおお客客客客さまのさまのさまのさまの声声声声))))でのでのでのでの改善事例改善事例改善事例改善事例    

ノーリツでは、グループ各部門に寄せられた「お客さまの声」を、関連部門が検討し「お客さま目線」で改善して、その「お客さまの声」を

製品に活かしています。 

たとえば、お客さま相談センターに寄せられた「お客さまの声」を、開発部門にフィードバックして、製品の仕様や取扱説明書の記載方

法を改善しています。 

おおおお客客客客さまのさまのさまのさまの声声声声をををを活活活活かしたかしたかしたかした改善事例改善事例改善事例改善事例((((1)1)1)1)    

おおおお客客客客さまのさまのさまのさまの声声声声をををを活活活活かしたかしたかしたかした改善事例改善事例改善事例改善事例((((2)2)2)2)    



■■■■    スキルアップのスキルアップのスキルアップのスキルアップの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

ノーリツグループでは、お客さまより直接、お問い合わせ・ご相談・ご意見をいただくコンタクトセンターのCS向上をめざし、電話応対者

のスキルアップに取り組んでいます。 

各種各種各種各種研研研研修修修修のののの充充充充実実実実 

・各種の電話応対研修 

・製品研修（新製品、既存品別の実機研修含む） 

・検索技能研修（迅速に精度の高い回答をするための検索方法の習得）  

レベルレベルレベルレベル別評別評別評別評価価価価制度制度制度制度のののの導入導入導入導入 

毎年、電話応対者の総合的なCS応対力を各種評価項目で評価し、処遇等にも反映させる「レベル別評価制度」を導入しています。

評価結果は、フィードバックをおこなうとともに、その後の研修内容にも反映させています。  

小小小小さなさなさなさなCSCSCSCS改善改善改善改善サークルサークルサークルサークル活動活動活動活動のののの実践実践実践実践 

お客さま応対における改善点などをテーマに、現状の問題・課題の分析と対策を協議し、改善を進め、その改善効果を確認していく

小集団による自主的なQCサークル活動を毎年実施。CS向上意識のアップを継続的に図っています。  
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社社社社会会会会からのからのからのからの期待期待期待期待にににに応応応応えるえるえるえる調達活動調達活動調達活動調達活動    CSRCSRCSRCSR調達調達調達調達    

製品製品製品製品のののの環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減環境負荷低減とサプライチェーンとサプライチェーンとサプライチェーンとサプライチェーン
 

社社社社会会会会からのからのからのからの期待期待期待期待にににに応応応応えるえるえるえる調達活動調達活動調達活動調達活動

■ NRPS■ NRPS■ NRPS■ NRPS    

当社グループは、お客さまのご期待にタイムリーにお応えするため、「必要とされる商品を必要な時にお届けする」NRPS※生産方式を

採用しています。この方式は、あらゆる無駄を無くし、短納期でお届けすることをめざすノーリツ独自のもので、明石本社工場のガス温

水器ラインをはじめ、当社グループの各事業所における生産ラインでも採用しています。 

※NORITZ PRODUCTION SYSTEM 

CSRCSRCSRCSR調達調達調達調達

■ ■ ■ ■ 調達方針調達方針調達方針調達方針    

ノーリツグループは企業活動のために必要な部品などの調達にあたり、ビジネスパートナーと対等かつ公平な立場で取引をおこな

い、サプライヤーとの共存共栄に努めます。 

調達方針 

■■■■ CSR CSR CSR CSR調達調達調達調達    

ノーリツでは、電子業界のサプライチェーンにおけるCSRの基準とされるEICC行動規範の要求事項をベースに紛争鉱物（コンフリクト・

ミネラル）の問題などへの対応に着手しています。 

2014年は紛争鉱物管理システムを導入し、取り組みを進めております。 

購入先さまとの連携によってCSRの取り組みを推進し、互いの企業価値向上をめざすために、2014年7月に「ノーリツグループCSR調

達ガイドライン」を制定しました。 

8月に、ノーリツ協力会会合・品質大会で「ノーリツグループCSR調達ガイドライン」にあわせ、「紛争鉱物」への対応の説明会を開催し

ました。サプライチェーン全体での取り組みを推進しております。 

2015年度は社内およびサプライヤーへのCSR調達に関するアンケートを実施し、現状把握と課題抽出を進めてまいります。 

■■■■    国国国国連連連連グローバル・コンパクトグローバル・コンパクトグローバル・コンパクトグローバル・コンパクト サプライチェーン サプライチェーン サプライチェーン サプライチェーン分科分科分科分科会会会会へのへのへのへの参画参画参画参画    

ノーリツは、2013年度より国連グローバル・コンパクト・ジャパン・ネットワークが主催する、サプライチェーン分科会へ参画し、CSR調達

を推進しています。サプライチェーン分科会が考えるCSR調達とは次のようなものです。企業活動がグローバル化し、社会の企業への

要求事項が、製品・サービス等に加え、サプライチェーン全体での人権・労働・環境・腐敗防止への取り組みとなっています。ノーリツ

が製品・資材・原材料などを調達するにあたり、サプライヤーと協働して従来の品質・性能・価格・納入期間と環境・労働環境・人権な

どのCSR要素を加えて、サプライチェーン全体でCSR活動を推進するこの活動をCSR調達と定義しています。 

 ノーリツは、サプライチェーン分科会が目指す姿でもある、トリプルWIN調達(バイヤーのWin、サプライヤーのWin、社会のWin)を実現

するため、平等の精神の下、バイヤーとサプライヤーが協働し、持続可能な社会の実現をめざして、CSR調達活動を推進して参りま

す。 



■■■■    ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループCSRCSRCSRCSR調達調達調達調達ガイドラインガイドラインガイドラインガイドライン    

2014年7月CSR視点での調達活動を推進するために、「ノーリツグループCSR調達ガイドライン」を制定しました。 

トピックス ノーリツグループCSR調達ガイドラインの制定 

ノーリツグループCSR調達ガイドライン [PDF：0.43MB]  

当社グループは、化学物質管理システムの構築と情報開示、化学物質監査等によるグリーンサプライチェーンの強化に取り組んでい

ます。詳しくはこちらをご覧ください。 
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■■■■    決算決算決算決算説説説説明明明明会会会会    

ノーリツグループでは、四半期に1回、決算発表をおこなっています。また2月と8月には決算説明会、3月には株主総会を開催していま

す。 

株主株主株主株主さまとのさまとのさまとのさまとの対対対対話話話話

年間年間年間年間スケジュールスケジュールスケジュールスケジュール    

2月中旬 決算発表  

2月中旬 決算説明会  

3月下旬 株主総会  

3月下旬 株主通信発行  

3月下旬 有価証券報告書発行  

5月上旬 第一 四半期 決算発表  

8月上旬 第二 四半期 決算発表  

8月上旬 第二 四半期 決算説明会  

11月上旬 第三 四半期 決算発表  

IRIRIRIRカレンダーカレンダーカレンダーカレンダー 

詳細はこちら  

個人株主個人株主個人株主個人株主さまさまさまさま限定限定限定限定イベントイベントイベントイベント

個人株主さまにノーリツグループのことをより深くご理解いた

だくため、「第2回個人株主さま限定イベント」を2014年5月に

開催しました。多数のご応募の中から、抽選で18組31名の

方々に、当社の経営に対する考え方を説明し、従業員の働く

姿をご覧いただきました。 

今後も、株主さまとのコミュニケーションを図れるよう努力して

まいります。 

個人株主さま限定イベントのご報告 

第1回詳細はこちら 

第2回詳細はこちら  

配当方針、株主還元などは株主・投資家向け情報からご覧ください 

株主・投資家向け情報  

配配配配当当当当方針方針方針方針などなどなどなど
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地域社地域社地域社地域社会会会会とのとのとのとの共生共生共生共生

■ ■ ■ ■ 薪割薪割薪割薪割りりりり体体体体験験験験イベントをイベントをイベントをイベントを共催共催共催共催    

薪風呂釜販売から事業を起こしたノーリツの歴史と、公園や樹木の大切

さを学ぶ事を目的に、薪割り体験イベントを5月と11月に開催しました。 

明石公園の伐採木を有効活用し、公益財団法人 兵庫県園芸・公園協

会、国立明石工業高等専門学校との共催でおこないました。11月には薪

ストーブで沸かしたお湯を使った「足湯コーナー」を提供し、地域の皆様に

楽しんで頂きました。 

 

薪割りを楽しむ地域市民たち 

■ ■ ■ ■ トライやる・ウィークトライやる・ウィークトライやる・ウィークトライやる・ウィーク    

ノーリツグループでは、次世代育成活動のひとつとして、1998年から兵庫県がおこなっている「トライやる・ウィーク」に協力しています。

毎年、働くことの大切さや楽しさを実感してもらうとともに、社会の一員としての育成を支援することを目的に、近隣の中学2年生への

職場体験を実施しています。 

2014年度は、6月に5日間のプログラムで明石市の中学校の生徒3校6名が参加しました。期間中は、明石本社工場と本社各事業部、

エスコアハーツなど、各所で工場見学や作業体験、技術研修、商品についての体験学習などを実施。給湯器を作るだけでなく、部品

を供給する部門、商品を売る部門、社員が働きやすいように工場を管理する部門などがあって会社が成り立っている、ということを特

に意識して体験してもらいました。このような体験を通じて、中学生たちが当社の事業への興味を抱き、また自身の将来を考えるきっ

かけにしてほしいと期待するとともに、今後は現場で働く社員とのコミュニケーションを深める機会を増やしていきたいと考えていま

す。  

※トライやる・ウィーク：1998年度から兵庫県が、県内の中学2年生を対象に実施している職場体験プログラム。県下の企業での職場

体験を通じて地域や社会について学び、生きる力を育むことを目的としています。 

 

〈感想文〈感想文〈感想文〈感想文よりよりよりより〉〉〉〉 

・単純な作業が何時間もあり、しんどかったがその分やりがいがあ

ったので良かった。 

・仕事や食事もみんなで一緒にする事が楽しかった。最終日には仕

事も早くできたし、体感入浴も気持ちよかった。 

・今まで会社での仕事というのは自分たちには関係がないことだっ

たのでよく知らなかったが、ノーリツで学んだ事は初めてで新鮮な

体験だった。 

・いろんな体験ができ、社員の方々も優しくてとてもいい会社だと思

った。 

■■■■    クリーンウォーククリーンウォーククリーンウォーククリーンウォーク    

ノーリツグループは2010年から毎年11月、ボランティア活動の一

環として明石本社工場エリアでクリーンウォークを実施していま

す。これまでの清掃活動は工場周りの清掃が中心でしたが、4回

目を迎える2013年は、地域社会への貢献に重点を置き、近隣公

園内の清掃やベンチのペンキ塗りなどの美化活動をおこないまし

た。また、2013年度は同公園のプールへ給湯器を贈呈し、地域の

方々が快適に利用できるような環境作りにも貢献しています。 

当初は明石本社工場（NAMエリア）のみでの活動でしたが、営業

支店でも活動の輪が広がっています。今後もこのような活動の輪

が広がるよう継続して取り組んでいきます。 

※2014年は天候不順につき明石本社工場エリアでの活動を見送

神奈川支店のクリーンウォーク  



りました。 

■■■■    地元地元地元地元へのごへのごへのごへのご協力協力協力協力    

ノーリツは地域社会との共生をめざして、神戸市で開催される

文化・スポーツの催し（神戸まつり、こうべ海の盆踊り、みなと

こうべ海上花火大会、インフィオラータこうべ、元町イースト・ジ

ャズピクニック、C・A・P、スポンサー花壇、南京町春節祭など）

に積極的に協賛しています。 

また、ノーリツ本社が所在する神戸市旧居留地域では、2004

年より地元企業と協力して、毎月清掃活動を行っています。 

そして、神戸マラソンでは地元企業としてノーリツ女子陸上競

技部の選手も参加しており、今後もイベントの活性化につなげ

ていきたいと考えています。 

   

第4回 神戸マラソン 

  

 
神戸三ノ宮フラワーロード沿いのスポンサー花壇 

■ ■ ■ ■ 障障障障がいがいがいがい者雇用促進者雇用促進者雇用促進者雇用促進にににに向向向向けてけてけてけて    

エスコアハーツのエスコアハーツのエスコアハーツのエスコアハーツの雇用促進雇用促進雇用促進雇用促進のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

特例子会社エスコアハーツは、都道府県労働局による企業就労理解促進事業に合わせ、就労支援機関や学校関係、一般企業から

の事業所見学の受け入れをおこなう一方、障がい者に対する職場実習推進として、毎年多数の実習生を受け入れています。 

エスコアハーツの受け入れ状況の推移 

 2011年 2012年 2013年 2014年

事業所見学者数 892名 900名 911名 273名

実習生受入者数 71名 171名 162名 45名

■■■■    ノーマライゼーションノーマライゼーションノーマライゼーションノーマライゼーション理念理念理念理念のののの浸透浸透浸透浸透にににに向向向向けてエスコアハーツのけてエスコアハーツのけてエスコアハーツのけてエスコアハーツの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

全国障害者スポーツ大会にも参加し、バレーボールやサッカーなどの競技の兵庫県代表に選出。 

障がい者がスポーツを楽しむことで、喜びを感じ、自己実現や社会参加が図れる啓発活動にも取り組んでおります。 

  

障害者の就労を支援する為に、兵庫県障害者職業センターが開催した就業支援基礎研修で、エスコアハーツが実践している特例子

会社での事例活動を紹介しました。 

就業支援基礎研修とは、就労移行支援事業者、福祉機関、医療等の関係機関の就業支援担当者を対象に、効果的な職業リハビリテ

ーションを実施するために必要な基本的知識・技術等の習得を目的とした研修です。 

  

■ ■ ■ ■ 阪神淡路大震災阪神淡路大震災阪神淡路大震災阪神淡路大震災    

災害復興支援災害復興支援災害復興支援災害復興支援



神神神神戸戸戸戸ルミナリエルミナリエルミナリエルミナリエ    

神戸ルミナリエは、阪神淡路大震災の犠牲者への鎮魂・追悼と、被災し

た都市の復興・再生の夢と希望を託して、震災の年に開始されたイベント

で、2014年に20回目を迎えました。当時被災し救援・支援を受けた神戸

の一企業として、ノーリツは毎年開催協賛金の提供をさせていただいて

います。 

2012年度から、従業員による募金に加え、希望者による会場内の清掃ボ

ランティアを実施しています。 

ノーリツグループはこれからも地元神戸の復興支援として神戸ルミナリエ

を支援していきます。 

毎年12月に開催される「神戸ルミナリエ」 
(C) Kobe Luminarie O.C.  

■ ■ ■ ■ 東日本大震災東日本大震災東日本大震災東日本大震災    

みちのくみちのくみちのくみちのく未未未未来来来来基金基金基金基金    

2013年からノーリツは公益財団法人「みちのく未来基金」の支援企業として、被災地

の皆さんとともに歩んでいくことを決定しました。同基金は、東日本大震災によってか

けがえのない親を亡くした子どもたちの、高校卒業後の進学を支援する目的で設立

されました。この活動に共感した多くの企業や団体が、力を合わせて取り組んでいま

す。 

当社ではこれまでも阪神・淡路大震災の被災企業として神戸ルミナリエ開催協賛金、

従業員による義援金を通じて地元の支援をおこなってきましたが、東日本大震災復

興のために、私たちに何ができるのかを検討し、微力ながら同基金への支援をおこ

なっています。2014年度は従業員から義援金を募り、また対象商品の販売台数に応

じた会社からの義援金を合わせて同基金へ寄贈しました。 

 

■■■■    広広広広島土砂災害島土砂災害島土砂災害島土砂災害    

広広広広島土砂災害復興島土砂災害復興島土砂災害復興島土砂災害復興ボランティアボランティアボランティアボランティア    

2014年8月20日に広島市北部安佐南区・安佐北区で発生した土砂災害のボランティ

ア活動をおこないました。 

従業員が声を上げ、労働組合を含めた有志が計3回総勢10名が参加し、田畑の土

砂運び出しや家屋の泥のかき出し等の復興支援をおこないました。 

 
土砂運び出しのボランティア 

■■■■    エコキャップエコキャップエコキャップエコキャップ活動活動活動活動    

社社社社会会会会貢貢貢貢献献献献

ノーリツグループでは、エコキャップ活動に取り組んでいます。エコキャップ活動と

は、ペットボトルのキャップを外して集め、再資源化することでCO2の削減に貢献

し、その売却益で発展途上国のお子さまたちにワクチンを贈る活動です。 

ワクチンは、ポリオ（小児マヒ）一人分キャップ約860個、BCG（結核）一人分キャッ

プ約301個必要です。 

現在、当活動は、兵庫県明石市のノーリツコンタクトセンターをはじめ、各拠点で自

主的に活動が広がっており、2015年も活動を継続しています。 

 

  

■■■■    家族見家族見家族見家族見学学学学DAYDAYDAYDAY    

ノーリツグループでは毎年、従業員のお子さまたちに、お父さんや

お母さんが元気に働く姿を見てもらう「家族見学DAY」を実施してい

ます。この取り組みは、次世代育成活動の一環として、家族のコミュ

 



ニケーションを育むことを目的としています。 2014年度は8月に実施

し、従業員のご家族計16家族47名（うちお子さま27名）が参加しまし

た。 

明石市の紹介やノーリツグループの歴史・社会貢献活動などの説

明、給湯器が製造される工場の見学、職場探検などをおこないまし

た。 

このような取り組みを通し、ご家族の仕事や働く現場に対する理解

を深めていただいています。 

夏休み お子さま工場見学会  

スポーツスポーツスポーツスポーツ

■ ■ ■ ■ ノーリツノーリツノーリツノーリツ女子陸上競技部女子陸上競技部女子陸上競技部女子陸上競技部    

活動の詳細はこちら 

http://www.noritz.co.jp/company/sports/athletic.html 

ノーリツ女子陸上競技部一同  

■ ■ ■ ■ ノーリツフェンシングノーリツフェンシングノーリツフェンシングノーリツフェンシング部部部部    

活動の詳細はこちら 

http://www.noritz.co.jp/company/sports/fencing.html 

■■■■    関関関関東東東東産産産産業株式業株式業株式業株式会会会会社社社社のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ紹介「紹介「紹介「紹介「餅餅餅餅つきつきつきつき大大大大会会会会」」」」    

グループグループグループグループ会会会会社社社社

グループ会社の関東産業株式会社（群馬県前橋市）では、毎年1月

に芳賀東部工業団地の企業と協力して地域とのコミュニケーション

を図る目的で「餅つき大会」を実施しています。2015年度は近隣住

民、地元の少年サッカーチームや野球チームのメンバーとその保護

者など約300名を招き、子どもたちの餅つき体験をおこないました。

同社の従業員もボランティアとして参加しました。参加者はつきたて

のお餅をほおばり、楽しく過ごしました。ノーリツグループではこれ

からも地域に根ざした社会をめざし、地域貢献に取り組んでいきま

す。 

大会の様子  

■■■■    株式株式株式株式会会会会社社社社アールビーのアールビーのアールビーのアールビーの取取取取りりりり組組組組みみみみ    

グループ会社の株式会社アールビーは、地域社会への貢献を目的として、茨城県かすみがうら市の「かすみがうらマラソン」の支援と

してで給水ボランティア活動をおこなっています。4月20日（日）に開催された「第24回かすみがうらマラソン」では、アールビーおよびカ

シマの社員とその家族約80名が参加。10マイル（16キロ）とフルマラソンの5キロ地点の給水ポイントとなる、アールビー神立工場に給

水所を設置し、ランナーたちに応援を送りました。 

同社は、2007年より当イベントに毎年、参加しており、昨年度で7回目。今後も、地域貢献活動の一環として、当活動を継続していきま

す。 

準備中の参加者 マラソンの様子 給水をおこなう参加者  

ノーリツアメリカ スポーツへのノーリツアメリカ スポーツへのノーリツアメリカ スポーツへのノーリツアメリカ スポーツへの支援支援支援支援    

ノーリツアメリカは、地域社会貢献の1つとして、南カリフォルニアのバスケットボールクラブチーム『HOPPS』のスポンサーをしていま

す。恵まれない子どもたちにメンバー費用とチームのユニフォームを提供し、大好きなバスケットボールをする機会に貢献しています。 

グローバルグローバルグローバルグローバル



チームコーチからのチームコーチからのチームコーチからのチームコーチからの感謝感謝感謝感謝状状状状    

私たちは、多くのサポーターに加えてノーリツアメリカがスポンサーとなった事により、恵まれない5人の子どもたちにメンバー

費用とチームのユニフォームが提供され、バスケットボールをする機会が得られたことに感謝しています。子どもたちがこの経

験を通して成長し、将来社会貢献してくれることと確信しています。 

 

ノーリツアメリカノーリツアメリカノーリツアメリカノーリツアメリカ    社社社社会会会会へのへのへのへの貢貢貢貢献献献献    

ノーリツアメリカでは従業員が協力し、地域の社会貢

献活動の一環として、毎年クリスマスの時期に子ど

もたちへおもちゃの贈り物をしています。 

2014年はCHOC※に入院している子どもたちに贈り

物をしました。また、11月の収穫祭の時期には、地

元の非営利団体による飢餓と栄養失調の防止を目

的とした食品寄付活動、「OCフードバンク運動」に協

賛しました。 

※CHOCとはカリフォルニア州に設立された非営利の小児科専門

病院で、難病を抱えた子どもたちが入院しています 

子どもたちへの贈り物 OCフードバンクへの食品寄付 
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経営の健全性、透明性を高め、意思決定の迅速化と経営

判断の最適化を図るべく取り組んでいます。 

法令、定款、社内規程および社会規範等も含めた「企業倫

理」遵守のため、各種推進活動をおこなっています。 

リスクマネジメントリスクマネジメントリスクマネジメントリスクマネジメント    
 

リスクを事前に回避、万一発生した場合は被害を最小限

に、自浄作用が働く組織の確立をめざしています。 
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コーポレート・ガバナンスコーポレート・ガバナンスコーポレート・ガバナンスコーポレート・ガバナンス

コーポレート・ガバナンスにコーポレート・ガバナンスにコーポレート・ガバナンスにコーポレート・ガバナンスに関関関関するするするする基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ

方方方方

コーポレート・ガバナンスコーポレート・ガバナンスコーポレート・ガバナンスコーポレート・ガバナンス体制体制体制体制のののの概概概概要要要要

内内内内部統制部統制部統制部統制システムシステムシステムシステム構築構築構築構築にににに関関関関するするするする基本方針基本方針基本方針基本方針    取締役取締役取締役取締役およびおよびおよびおよび監監監監査査査査役役役役のののの報酬報酬報酬報酬    

コーポレートガバナンスコーポレートガバナンスコーポレートガバナンスコーポレートガバナンス報告書報告書報告書報告書    

ノーリツは、コーポレート・ガバナンスの充実を経営の最重要課題のひとつであると認識し、経営の健全性、透明性を高め、意思決定

の迅速化および経営判断の最適化を図るべく、体制を整備し、諸施策を適宜実施していくことが必要と考えています。 

コーポレート・ガバナンスにコーポレート・ガバナンスにコーポレート・ガバナンスにコーポレート・ガバナンスに関関関関するするするする基本的基本的基本的基本的なななな考考考考ええええ方方方方

当社は、取締役会と監査役・監査役会によるコーポレート・ガバナンス体制を採用しています。 

取締役会は、社外取締役1名を含む7名の取締役で構成され、毎月開催される定時取締役会や必要に応じて開催される臨時取締役

会により、経営に関する重要事項について意思決定をおこないます。社外取締役につきましては、独立した立場から経営判断の合理

性を確保することや、経営の効率性を改善することを目的として設置しています。 

監査役会は、社外監査役2名を含む4名の監査役で構成され、毎月開催される定時監査役会で、取締役会に上程される議案を事前に

審議しています。社外監査役につきましては、取締役の職務執行に対する監査を独立した立場からおこなうことを目的として設置して

います。

コーポレート・ガバナンスコーポレート・ガバナンスコーポレート・ガバナンスコーポレート・ガバナンス体制体制体制体制のののの概概概概要要要要



当社は、会社法および会社法施行規則等に則り、当社および当社グループ会社において業務の遂行および経営体制を適正か

つ効率的に運営していくことを確保するため、内部統制システムに関する基本方針を以下の通り定めています。 

内部統制システム構築に関する基本方針〔PDF:127KB;〕  

内内内内部統制部統制部統制部統制システムシステムシステムシステム構築構築構築構築にににに関関関関するするするする基本方針基本方針基本方針基本方針    

当社は、取締役および監査役の報酬等の総額を各々、開示しています。 

■ 第65期（平成26年1月1日から平成26年12月31日まで）の取締役および監査役の報酬等の総額 

  

■ 上記のうち社外役員の報酬等の総額 

コーポレート・ガバナンス報告書[PDF:126KB]  

取締役取締役取締役取締役およびおよびおよびおよび監監監監査査査査役役役役のののの報酬報酬報酬報酬

区区区区分分分分 人人人人数数数数 報酬等報酬等報酬等報酬等のののの総総総総額額額額

取締役 7名 252,673千円

監査役 4名 48,744千円

合計 11名 301,417千円

区区区区分分分分 人人人人数数数数 報酬等報酬等報酬等報酬等のののの総総総総額額額額

社外取締役 1名 6,000千円 

社外監査役 2名 7,776千円
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コンプライアンスコンプライアンスコンプライアンスコンプライアンス

コンプライアンスのコンプライアンスのコンプライアンスのコンプライアンスの定義定義定義定義    ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループ行動基準行動基準行動基準行動基準    

コンプライアンスコンプライアンスコンプライアンスコンプライアンス推進体制推進体制推進体制推進体制    コンプライアンスコンプライアンスコンプライアンスコンプライアンス推進活動推進活動推進活動推進活動    

ノーリツホットラインノーリツホットラインノーリツホットラインノーリツホットライン    
 

ノーリツグループでは、コンプライアンスを「法令、定款、社内規程および社会規範等も含めた『企業倫理』の遵守」と定義しています。 

コンプライアンスのコンプライアンスのコンプライアンスのコンプライアンスの定義定義定義定義

ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループ行動基準行動基準行動基準行動基準

当社グループでは、お客さまや社会から選ばれ続ける企業グループとなるため、『ノーリ

ツグループ行動基準』を制定しています。 

この行動基準を通じて、グループ内の全従業員が「正しい行動」についての価値観を共

有し、グループ全体でコンプライアンス意識の維持・向上をめざしています。 

ノーリツグループ行動基準[PDF:1.52MB]  

ノーリツグループ行動基準（英語版）[PDF:1.78MB]  

当社グループでは、グループ内のコンプライアンスを実践するため、次のような推進体制を確立し、運用しています。 

コンプライアンスコンプライアンスコンプライアンスコンプライアンス推進体制推進体制推進体制推進体制
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当社グループ全体としてコンプライアンス意識が浸透・定着した組織風土を実現するために、次のようなコンプライアンス推進活動を

継続実施しています。 

コンプライアンスコンプライアンスコンプライアンスコンプライアンス推進活動推進活動推進活動推進活動

・ 新入社員、新任管理者、各部門のコンプライアンス責任者・推進

者を対象とした「コンプライアンス研修」 

・ グループ全体の各部門が同一のテーマについて考える「コンプラ

イアンス月間」（毎年5月・9月に実施） 

■■■■ 2014 2014 2014 2014年年年年のののの活動活動活動活動    

国内 

アメリカ

・ノーリツグループ全体のコンプライアンス風土の定着を図るため、これまでの「ノーリツグループ行動基準」を大幅に

改定し日本語版（4月）と英語版（9月）を作成しました。また、国内グループ会社とノーリツアメリカ全従業員へ配布し、

周知徹底しています 

 

国内 ・毎年5月、9月にコンプライアンス月間を設けました 

・8月コンプライアンス意識調査の実施と調査結果に対するフィードバックをおこないました 

 

アメリカ ・9月行動基準改定時に、全従業員に課題の提出を義務づけました 



・12月マネージャー、スーパーバイザー向けにセクシャルハラスメント研修を実施しました 

当社グループの役員および従業員は、法令違反行為や重大な社内規程違反などの情報を、直属の上司や関連部署に通報する義務

があります。しかし、その情報を報告しても直属の上司や関連部署から支援を得られない場合や、報告を避けたい理由がある場合に

は、その通報先として、「ノーリツホットライン」に連絡することができます。 

通報の受付は社内窓口と社外窓口（社外の弁護士事務所）の2つを設けており、通報者は事情に応じていずれかを選択できます。ま

た、役員・従業員の家族からの通報も受け付けます。 

通報の受け付けは専門担当者のみが担当し、その後の調査等も含めたいずれの段階においても、通報者の秘密は守られます。ま

た、通報した本人がそのことを理由として不利益を受けることのないよう、運用規程により報復行為を禁止しており、通報者を保護しま

す。 

ノーリツホットラインノーリツホットラインノーリツホットラインノーリツホットライン
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リスクマネジメントリスクマネジメントリスクマネジメントリスクマネジメント

内内内内部統制部統制部統制部統制のののの強強強強化化化化 ～自 ～自 ～自 ～自浄浄浄浄作用作用作用作用がががが働働働働くくくく組織組織組織組織のののの確立確立確立確立

～～～～

基本方針基本方針基本方針基本方針

ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループ共通共通共通共通リスクのリスクのリスクのリスクの洗洗洗洗いいいい出出出出しとしとしとしと危機危機危機危機

管理規程管理規程管理規程管理規程のののの改定改定改定改定

BCPBCPBCPBCP（事業（事業（事業（事業継続継続継続継続計計計計画画画画））））

安全衛生活動安全衛生活動安全衛生活動安全衛生活動のののの推進推進推進推進    情報情報情報情報セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ    

知的財知的財知的財知的財産産産産活動活動活動活動    環境環境環境環境汚汚汚汚染防止染防止染防止染防止    

経営の品質を高めるには、内部統制を整備する必要があります。 

ノーリツグループでは行動基準をもとに、次の3つに取り組み、自浄作用が働く組織の確立をめざしています。 

内内内内部統制部統制部統制部統制のののの強強強強化化化化 ～自 ～自 ～自 ～自浄浄浄浄作用作用作用作用がががが働働働働くくくく組織組織組織組織のののの確立～確立～確立～確立～

コンプライアンス 

法令だけでなく社会規範も含む企業倫理を遵守し、 

公正・公平に業務を遂行する人を育成する 

財務報告の信頼性確保 

「金融商品取引法」に定める内部統制報告制度に対応した仕組みを確立する 

業務の有効性、効率性の向上 

継続的な改善が実施できる組織を確立する 

当社の危機（企業リスクの発生）を事前に回避し、万一、企業リスクが発生した場合には危機管理規程ならびに関係規程・要領・マニ

ュアル等に従い、被害を最小限に食い止めることを目的とする。 

基本方針基本方針基本方針基本方針



ノーリツグループノーリツグループノーリツグループノーリツグループ共通共通共通共通リスクのリスクのリスクのリスクの洗洗洗洗いいいい出出出出しとしとしとしと危機管理規程危機管理規程危機管理規程危機管理規程のののの改定改定改定改定

会社と従業員をリスクから守るためには、リスクに対応

できる組織風土を形成しなくてはなりません。2014年

度は、ノーリツグループ従業員が共通して取り組むリ

スク（共通リスク）について、現場レベルでの遵守事項

をまとめた「共通リスクチェックシート」を各リスク管理

部門と共同で作成しました。このシートを活用し、主要

部門とグループ会社の管理責任者向けにセルフチェッ

クを実施し、各職場での遵守状況の確認、全社のリス

ク規程である危機管理規程を改定し、新たなリスクへ

の対応と社内管理体制を整備しました。 

共通共通共通共通リスクリスクリスクリスク一一一一覧覧覧覧表（表（表（表（抜粋抜粋抜粋抜粋））））    

自然災害（地震・風水害）

パンデミック

火災・爆発・交通事故

環境問題

労働問題（過重労働他）

人権（ハラスメント・差別）

機密情報・個人情報の不正取得・漏洩・不正利用

コンピュータウィルス・スパムメール等

腐敗防止（各種法令違反・反社会的勢力の排除等）

ノーリツグループでは、自然災害などにより工場や事業所などの各拠点に被害が生じた場合を想定した事業継続計画（BCP）の検討・

策定に取り組んでいます。2014年度は、有事における初動対応の取り組みをさらに深堀りし、訓練による実践と継続課題の対応に重

点を置きました。 

少しでも津波による被害を受ける可能性のある拠点の防災訓練では、想定シナリオを作成し、従業員の避難に特化した訓練をおこな

いました。また、全社的なサポート体制として、従業員の安否連絡訓練や、帰宅困難者を想定した災害備蓄の再整備に取り組み、自

社物件をBCPの観点からあらためて整備し、移転や建て直し等の方向性を決定しました。災害発生時における従業員の安全確保や

被災状況を早急に把握することで、早期にお客さまへのサポート体制を構築したいと考えております。 

BCPBCPBCPBCP（事業（事業（事業（事業継続継続継続継続計計計計画画画画））））

ノーリツ（グループ）の安全衛生活動は、『安全と健康に配慮した職場づくり』をめざして展開しています。具体的には、事業所毎に安全

衛生委員会を活用し、PDCAサイクルをまわす取り組みを実施していますが、その実施レベルは事業所によりバラツキがあります。そ

の解消に向けては、事業所毎の安全衛生計画に対する進捗確認や、安全衛生に関する定期的な情報発信をおこなうことで全社共通

での徹底・啓蒙を図っており、各事業所における実施レベルの向上に向けて取り組んでいます。 

安全で健康に配慮した職場をつくる 

安全衛生活動安全衛生活動安全衛生活動安全衛生活動のののの推進推進推進推進

■ ■ ■ ■ 情報情報情報情報セキュリティにセキュリティにセキュリティにセキュリティに関関関関するするするする方針方針方針方針    

ノーリツグループでは、全役員および全従業員が、情報セキュリティの重要性を十分認識し、事業活動で利用する情報資産を適切に

扱うことを基本方針にしています。この方針は、ノーリツグループ行動基準の「第3章従業員との関係 (3)情報セキュリティの徹底」の

項に規程し、全役員・全従業員に周知するとともに、法令や社会環境の変化に対応し、情報セキュリティをより確実に運用するため、

情報情報情報情報セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ



関係する規程類を継続的に見直しています。 

■ ■ ■ ■ 情報情報情報情報セキュリティのセキュリティのセキュリティのセキュリティの管理体制管理体制管理体制管理体制    

ノーリツグループでは、情報セキュリティを経営課題として取り組むために、全社情報セキュリティ管理責任者を設け、グループ全体の

情報セキュリティ対策やこれに関する事項を継続的に統括・推進します。また、各部門・グループ会社での情報セキュリティ実施に関し

ては、各部門責任者がこれを担い、「社内規程である情報セキュリティ基本規程の自部門内での適用」「自部門内での情報セキュリテ

ィ教育の実施」「自部門内でのリスク分析・評価の実施」等をおこなっています。 

全社情報セキュリティ管理責任者は、情報セキュリティ強化やその推進のために必要に応じて「情報セキュリティ会議」を開催し、管理

体制の維持をおこないます。 

■ ■ ■ ■ 情報情報情報情報セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ対対対対策策策策    

ノーリツグループでは、情報セキュリティ事故の防止に向けて、「人的・組織的」「技術的」「環境的・物理的」の3つの面で情報セキュリ

ティ対策を実施しています。 

人的人的人的人的・・・・組織的組織的組織的組織的なななな対対対対策策策策    

・情報セキュリティ関連規程の定期的な見直し  

・情報セキュリティ体制の構築と維持  

・定期的な全役員および全従業員への情報セキュリティ研修  

技術的技術的技術的技術的なななな対対対対策策策策    

・電子メール添付ファイル自動暗号化による情報盗聴防止  

・電子メールモニタリングによる社外への不正な送信防止  

・スパムメール対策による、内部への侵入防止  

・ウェブフィルタリングにより危険なサイトへのアクセス制限  

環境的環境的環境的環境的・・・・物理的物理的物理的物理的なななな対対対対策策策策    

・情報機器関連施設への立ち入り制限と入退出管理の徹底  

・情報機器の持ち出し管理の徹底  

■■■■    情報情報情報情報セキュリティセキュリティセキュリティセキュリティ教教教教育育育育    

ノーリツグループでは、全役員および全従業員が、情報セキュリティ方針およびセキュリティ要求事項を認識し、情報と機器の不正利

用や過失による事故を未然に防ぐことを目的として、情報セキュリティ教育を実施しています。2014年度は、コンプライアンス月間にお

いて、ノーリツグループ行動基準で定めている「会社機密情報の保持」について話し合う機会を設け、機密情報漏えいリスクの再認識

と意識レベルの向上に取り組みました。今後も継続的にこのような機会を設け、情報セキュリティレベルの向上を図っていきます。 

ノーリツグループでは、研究開発の成果を知的財産として保護することと、他者の知的財産権を侵害することを未然に防ぐことを知的

財産活動の基本としています。 

知的財知的財知的財知的財産産産産活動活動活動活動

■■■■    知的財知的財知的財知的財産産産産のののの保護保護保護保護    

研究開発において技術的に優れ、自社にと

って有益な発明の発掘をおこない、特許権等

の知的財産権として取得し、その権利の活

用と維持管理を推進しています。 

その他、研究開発から生じた知的財産権以

外の技術情報などの漏洩防止にも注力して

います。 

 

■■■■    技術者技術者技術者技術者へのへのへのへの啓啓啓啓蒙蒙蒙蒙教教教教育育育育    

知的財産の保護と侵害防止について体系的な教育プログラムを策定し、開発にあたる技術者へ知的財産にかかわる知識の習得と発

明意識の向上に向けた啓蒙教育をおこなっています。 

■■■■    ノーリツのノーリツのノーリツのノーリツの国内国内国内国内特許特許特許特許のののの動向動向動向動向    

ノーリツでは研究開発の結果、創出した発明を有効に活用するため、積極

的な権利化をおこなっています。また、効率的な特許権などの運用をする

ため、製品・事業などへの実施が見込めない権利については、再評価をお

こない放棄するなど適切な資産管理にもつなげています。 



ノーリツグループでは、環境汚染の防止については、環境関連法規制および関連基準を遵守しており、ISO14001に基づいた評価も実

施し、環境リスクの低減、環境汚染の防止に努めています。 

環境汚染防止 

環境環境環境環境汚汚汚汚染防止染防止染防止染防止
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2014201420142014年 年 年 年 ごごごご意見意見意見意見とととと対応状対応状対応状対応状況況況況    第三者意見第三者意見第三者意見第三者意見    

第三者意見第三者意見第三者意見第三者意見をををを受受受受けてけてけてけて    

2014201420142014年 年 年 年 ごごごご意見意見意見意見とととと対応状対応状対応状対応状況況況況

寄寄寄寄せられたごせられたごせられたごせられたご意見意見意見意見 2014201420142014年度年度年度年度のノーリツグループののノーリツグループののノーリツグループののノーリツグループの対応対応対応対応

人権、労働、CSR調達に対する

要求

社内講師による新入社員・階層別人権研修の実施、CSR調達ガイドラインの制定と人権研修

の開催、ノーリツグループ行動基準への明記をおこないました。

人権のバリューチェーンの洗い

出しがなされていない

紛争鉱物調査に向けた仕入先説明会の実施と調査開始。ビジネスパートナーへのサプライ

チェーンマネジメントヒアリング。

ノーリツグループのCSRの取り組みとその情報開示に基づき、第三者意見を提出しま

す。 

  

ノーリツグループは、2012年にガス石油機器業界で初めて国連グローバル・コンパクト

に署名されました。署名企業による分科会活動には、CSR推進部門のみではなく経営

企画部門、資材購買部門、営業部門からも参加をされ、部門横断的に社外との交流を

通して活動を進める姿勢を評価致します。2014年には、行動基準の改定、CSR調達ガイ

ドラインの制定をおこなわれ、CSR活動の基礎になる方針等の整備が進みました。 

CSR活動の情報開示については、「NORITZ REPORT 2015」に刷新されました。事業の

歴史、直近の事業状況や、品質・環境・社会・ガバナンスの情報を束ね、統合報告を意識した内容となっています。今後、

海外事業にあわせた多言語での展開も進められることを期待致します。 

  

CSR活動の内容では、人権やサプライチェーン・バリューチェーンにおける取り組みを強化していかれると伺いました。ノー

リツグループのステークホルダーにとっての「あたりまえのこと」に配慮するという姿勢で事業活動を点検し、ステークホル

ダー満足の向上につなげられることを期待致します。 

  

CSRマネジメントでは、マテリアリティの特定や非財務KPI目標の設定など、意欲的な計画をお持ちです。ここで最も重要だ

と考えるのは、CSRの推進がどのようにノーリツグループの「経営品質と企業価値」の向上に結び付いていくのかという関

係性です。既に中期経営計画には「CSRの視点」を反映させておられますが、次期中期経営計画では、CSR推進によって

どのように企業価値向上を果たすのか、明示されることを期待致します。 

株式会社 日本総合研究所 

創発戦略センター／ESGリサーチセンター マネジャー  村上村上村上村上    芽芽芽芽 

  

（なお、この意見は、このレポートが、一般に公正妥当と認められる環境報告書等の作成基準に準拠して正確に測定、算定され、かつ重要な事項が漏れなく表

示されているかどうかについて判断した結果を表明するものではありません。） 

第三者意見第三者意見第三者意見第三者意見((((2014201420142014年度年度年度年度のののの活動活動活動活動におけるにおけるにおけるにおける））））

村上様、社外第三者の視点に立った貴重なご意見をいただき感謝申し上げます。 

  

この度のNORITZ REPORT 2015では、ノーリツグループの創業以来の成長の軌跡と、事業戦略および、Q+ESG（品質＋環境・社会・ガ

バナンス）という視点でどの様に社会に貢献し、企業価値向上に繋げようとしているかを伝えるべく心がけました。村上様にその趣旨

を感じとっていただき嬉しく思います。 

  

2014年度の当社の主なCSRの取り組みは、エコ・ファースト企業としての温室効果ガス削減をはじめとした環境活動はもとより、国連

グローバル・コンパクト署名企業として社会の要請と期待を積極的に感じとり、企業活動の基礎ともいうべき当社グループ行動基準の

第三者意見第三者意見第三者意見第三者意見をををを受受受受けてけてけてけて



改定をおこないました。この中では人権対応などグローバル経営に欠かせない基本姿勢を明確

にしました。また、コンプライアンス月間を設け、新たな行動基準について従業員が考える機会

も持ちました。これらの結果は従業員アンケート調査で確認し、改善を図っていきます。さらに社

会への影響が大きい調達面でも、サプライチェーンマネジメントを意識したCSR調達ガイドライン

を新たに制定し、開示すると共に社内・社外への働きかけを開始しました。 

  

今後は、ステークホルダーの期待や懸念を反映したCSRの重要課題を特定し、経営品質および

企業価値の向上、ひいては社会と当社グループの持続的成長に向けて積極的に取り組んでま

いります。 

  

今後もこれらの活動状況をステークホルダーの皆さまに開示し、コミュニケーションを深めてまいります。 

株式会社ノーリツ 取締役兼常務執行役員  小小小小関関関関 良之良之良之良之  
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